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●同志社人訪問

オムロン パーソネル株式会社 代表取締役社長　中道 教顕さんに聞く

同志社大学が選び抜いた同志社100冊



　1884年（明治17年）竣工。京都市内に現存する重要文化財の煉
瓦建築では、最古のもの。同志社教員の宣教師D. C.グリーンが
設計し、大工の棟梁・尾瀧菊太郎が施工した。外部はアメリカンゴ
シック様式で、内部の間仕切壁や小屋組などは純和風。
　時計塔の鐘と時計は1887年（明治20年）に教員のJ.D.デイヴィ
スが据え付け、明治以来、司鐘生と呼ばれる生徒が毎朝の礼拝を
告げる鐘を鳴らしたという。 
　1951年（昭和26年）に同志社中学校の新彰栄館が増築された
が、今出川キャンパス整備事業に伴い建築当初の姿に戻すための
修復工事が今年3月に完了し、新たに学長室などが移転した。

グローバル・コミュニケーション学部　竹田 宗継 ゼミ

管径方向分配現象研究センター　塚越 一彦　理工学部教授

表紙の情景［今出川キャンパス 彰栄館］
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「第3回 サイエンス・インカレ」で生命医科学部のチームが2年連続受賞
　　～自ら発見し、研究した成果を発表する貴重な場を経験～

・菊池 駿斗さん 〈生命医科学部 3年次生〉
・晩田 泰斗さん 〈生命医科学部 3年次生〉

・前川 陽平さん（2006年 文学部社会学科新聞学専攻卒業）
・小野田 真実さん（2011年 社会学部メディア学科卒業）

オムロン パーソネル株式会社 代表取締役社長　中道 教顕さんに聞く
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『ONE PURPOSE』は在学生・卒業生の皆さんとのコミュニケーションをはかることを目的として発行しています。
ささいなことでも結構ですので、どしどし広報課までご意見・情報をお寄せください。

同志社大学が選び抜いた

同志社

CAMPUS NEWS 17

新入学生歓迎特別講演会  宮本慎也氏（野球解説者） 球道即人道～野球から学んだリーダーシップ～ ／新
入学生歓迎特別講演会  林修氏（東進ハイスクール東進衛星予備校・現代文講師 ） 大学生に「今」伝えたいこ
と／脳科学研究科公開講演会開催  神経難病の克服に向けてー神経疾患研究の現在と治療、創薬／体育会
表彰式／文化系公認団体表彰式／同志社大学の募金事業／新任教員紹介／本学教員執筆図書紹介
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在学中にぜひ読んでいただきたい

古典・名著を中心として

同志社大学が選び抜いた推薦図書を

ご紹介します。
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同志社

同志社大学長

村田 晃嗣

100冊
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※表記の価格は税別
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エデンの東（上・下）
ジョン・スタインベック（土屋政雄 訳）
早川書房　上巻 2,300円 /下巻 2,300円

アイルランド移民の一家と、東部から来た
一家の2家族の歴史を描いた作品。その
モチーフは創世記のカインとアベルであ
る。1955年に映画化された。ジェームズ・
ディーンの鮮烈なデビュー作であった。

風立ちぬ
堀辰雄　新潮文庫　400円

堀辰雄の体験をもとに執筆された代表的
作品である。「序曲」「春」「風立ちぬ」「冬」

「死のかげの谷」の5章から成り、生きること
よりも死ぬことの意味を問いかけている。

細雪（上・中・下）
谷崎潤一郎　新潮文庫
上巻 550円/中巻 630円/下巻 710円

昭和十年代前半の芦屋を舞台にした蒔
岡（まきおか）家四姉妹を中心とする物語
である。当時の風俗を仔細に絡めながら、
達者な文章で最後まであきさせない。

北村透谷選集
北村透谷　岩波文庫　860円

北村透谷は明治期のキリスト教詩人。吉
野山の満開の桜が実利を生まないからと
いって、さつま芋を植えることは、同志社の
新島襄を福沢諭吉に換えるようなものと
論じた。

聖なるもの
ルードルフ・オットー（久松英二 訳）
岩波文庫  1,140円

20世紀前半に活躍したドイツの神学者、宗
教学者の代表作。宗教が包含する神性は
非合理なる「ヌミノーゼ」であると論じる。
宗教を根本的に理解するための必読書。

旧約聖書（ユダヤ教の聖書）
日本聖書協会  2,500円

『旧約聖書』はキリスト教の名称で、元々はユ
ダヤ教の聖書（タナハ）である。なかなか読み
にくい書物であるから、興味が持てそうなと
ころから読もう。「コヘレトの言葉」がお勧め。

新島襄教育宗教論集
同志社  編  岩波文庫  840円

新島襄は、キリスト教をベースとする教
育そして教会という2つの要素を起爆
剤とし、日本の精神的な近代化を成し
遂げようとした。独自の教育及び宗教思
想を知る上で不可欠の資料約40本を
収録。

キリスト者の自由
マルティン・ルター（石原謙 訳）  
岩波文庫  480円

キリスト者は「自由な君主」であり、同時に
「奉仕する僕」である、という冒頭の命題
は、キリスト教信仰の根本原理を簡潔に語
る。真の自由とは何かを問いかける名著。

コーラン（上・中・下）
井筒俊彦  岩波文庫
上巻 800円/中巻 860円/下巻 940円

世界に約15億人を数えるイスラム教徒が、
唯一神アッラーから預言者ムハンマド（632
年没）に下された啓示を集めたと信じる啓
典。イスラームの文化や社会の根源。

宗教論
シュライエルマッヘル（佐野勝也 / 石井
次郎 訳）  岩波文庫  絶版（図書館に
蔵書有）

「近代神学の父」シュライエルマッヘル（シュ
ライアマハー）の若い時代の作品。宗教の
本質を定義し、諸宗教共存の可能性を論
じた古典的名著。ドイツの近代宗教学にも
大きく貢献。

新約聖書
日本聖書協会  1,800円

同志社はキリスト教主義である。キリスト教を
理解するためにはまず『新約聖書』を読むに限
る。読まず嫌いの人も在学中に読んでみよう。

「目からうろこ」（使徒言行録9:18）となるかも。

フランケンシュタイン
メアリー・ウォルストンクラフト・シェリー

（森下弓子 訳）　創元推理文庫　740円

皆さんが映画で知っているイメージと異な
り、原作の怪物は、知的でより人間的な存
在。科学、社会、文学どのジャンルを学ばれ
る方にとっても必読の一書でしょう。

金閣寺
三島由紀夫　新潮文庫　590円

「生きようと私は思った。」で、この物語は
幕を下ろす。金閣寺に火をつけ、死のうと
決意していた主人公に、生への欲望が最
後に湧いてきたのはなぜだろうか。三島由
紀夫の美学と哲学が凝縮されているよう
に思われる。

車輪の下
ヘルマン・ヘッセ（高橋健二 訳）　
新潮文庫　340円

大人達の無理解やエゴという「車輪の
下」で抑圧され、最後は自死した少年ハ
ンス。ラストシーンでの「あの子のために
いろいろ『手ぬかり』をしてきた。」という
言葉。教育とは何かを考えさせられる。

ドン・キホーテ（全6巻）
ミゲル・デ・セルバンテス・サアベドラ

（牛島信明 訳）　岩波文庫　5,140円

ドン・キホーテとは400年前にスペインの
作家セルバンテスが書いた小説の主人公
である。彼の名がかくも世界的に知れ渡っ
ていることの意味を、ぜひ実際の作品から
読み取ってもらいたい。

怒りの葡萄（上・下）
ジョン・スタインベック（大久保康雄 訳） 
新潮文庫  上巻 670円 /下巻 670円

大恐慌時代、より良い暮らしを求めてカリ
フォルニアへ向かう一家の物語。時代背
景は1930年代の米国だが、現代の雇用問
題に通じるところがあるように思う。『エデ
ンの東』と同様、スタインベックのキリスト
教主義的考え方が底流にある。

文
論

宗

学評

教

審判
フランツ・カフカ（辻　 訳）　
岩波文庫  860円

身に覚えの無いことで逮捕された主人
公。結局何も明らかにならないまま死刑
になる。不条理に満ちた社会に生きる孤
独と不安を描く。
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特 集 同志社 100冊

ユートピア
トマス・モア（平井正穂 訳）
岩波文庫　660円

巨大な三日月型の島国。そこは私有財産
の禁止、男女同権、思想宗教の自由そして
全ての人びとが労働に勤しむ理想郷。啓
蒙主義が流行するはるか以前の思想とは
思えないトマス・モアの発想である。

源氏物語（全5巻）
紫式部（谷崎潤一郎 訳）  中公文庫　
4,780円

日本文学の古典といえば、この作品の右
に出るものなし。まず、文豪谷崎潤一郎の
筆が冴え渡る現代語訳で、雅な京都文化
の源泉に触れてほしい。

偉大なギャツビー
F・スコット・フィッツジェラルド（野崎孝 
訳）　集英社文庫　500円

1920年代アメリカ。富裕階級として華 し々
く生きる謎の男ギャツビー。財力でかつて
の恋人との失われた関係を取り戻そうと
するが…。華やかさの裏の孤独と虚しさを
ドライなタッチで描いた名作。

自然と人生
徳富蘆花　岩波文庫　600円

同志社が輩出した最高の文学者が持ち
前の美文で自然と人間を語り尽くした愛
すべき小品集。含蓄溢れる名文をゆっく
り味わう読書の喜びを満喫させてくれ
る1冊。

失楽園（上・下）
ジョン・ミルトン（平井正穂 訳）
岩波文庫  上巻 960円/下巻 960円

シェイクスピアと並び称せられるイギリス
の大詩人によるピューリタニズム文学の最
高峰。同志社マークを考案した湯浅半月
は、この作品を暗唱しながら同志社英学
校を散歩していた。

白鯨（上・中・下）
ハーマン・メルヴィル（八木敏雄 訳）
岩波文庫  上巻 1,000円/中巻 1,000円/
下巻1,000円

アメリカ文学の最高傑作。謎の白い巨大
な鯨を追って、孤独な闘いを繰り広げる船
長の自己破壊的な情熱の中に、答えのな
い問いに挑み続ける近代文明の暗部が浮
かび上がる。

ハムレット
ウィリアム・シェイクスピア（松岡和子 訳）  
ちくま文庫  660円

誰でも知っているシェイクスピアの名作悲
劇。知っているだけで満足せず、自分で読
んでみることが読書の出発点。ハムレット
とは何者なのか。その答えはまだ誰も知ら
ない。

ロビンソン・クルーソー
ダニエル・デフォー（武田将明 訳）
河出文庫  950円

イギリス近代小説の元祖。渡米する前の
新島襄が読み、見知らぬ土地への憧れに
駆り立てられた物語でもある。新島精神成
立現場を追体験するための同志社人必
読の書。

阿Ｑ正伝
魯迅（増田渉 訳）  角川文庫  438円

西欧近代と東洋的思考に挟まれて苦悩す
る知識人の姿は今も昔も変わらない。歴史
的背景を知らないと読み進むのは難しい
本だが、竹内好さんの研究書と合わせて
読むとよく分かる。

カラマーゾフの兄弟（全5巻）
フョードル・ミハイロヴィチ・ドストエフスキー

（亀山郁夫 訳）  光文社古典新訳文庫
4,001円

ドストエフスキーは書き上げて80日後に
亡くなった。続編を書くつもりだったとい
う。大学生の時だから読める大作。読後
は江川卓『謎とき「カラマーゾフの兄弟」』
でさらに新たな発見を。

アンナ・カレーニナ（上・中・下）
レフ・ニコラエヴィチ・トルストイ（木村
浩 訳）  新潮文庫  
上巻750円 / 中巻 940円 / 下巻 840円

人間の本質を描いたトルストイの最高傑
作。「真の幸福とは何か」といった重要な
テーマについて、とても深く考えさせてくれ
る作品である。

古都
川端康成　新潮文庫　490円

近代京都を描いた傑作小説。作者は日本
最初のノーベル賞文学賞受賞作家。祇園
祭をはじめとする京都の四季の風物の描
写がこの上なく美しい。

ミドルマーチ（全4巻）
ジョージ・エリオット（工藤好美・淀川
郁子 訳）  講談社文芸文庫  
絶版（女子大図書館に蔵書有）

ミドルマーチを舞台に、ドロシアという名
の女性が直面する恋愛、結婚、友情を主
題に、繊細な感情の機微が巧みに描かれ
た長編小説。人の心の表裏、多様性と複
雑性が分かる。

徒然草
吉田兼好　岩波文庫　960円

「つれづれなるままに、日ぐらし、すずりにむ
かひて、心にうつりゆくよしなしごとを、そこ
はかとなく書きつくれば、あやしうこそものぐ
るほしけれ。」『枕草子』（清少納言）、『方丈
記』（鴨長明）と並ぶ日本の古典三大随筆。

ジェイン・エア（上・下）
シャーロット・ブロンテ（河島弘美 訳）
岩波文庫  上巻 1,020円/下巻 1,080円

不幸な生い立ちのジェインはある貴族に
家庭教師として雇われる。そこで出会った
ロチェスターと幾多の試練を経て結ばれ
るまでを描く。不屈の精神で生き抜く女性
が素晴らしい。

ファウスト（第1部、第2部）
ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ

（相良守峯 訳）  岩波文庫　
第1部 860円/第2部960円

この世を最も奥の奥で動かしているものは
何か、それが知りたい。学問の無力さを知っ
たファウストは悪魔メフィストフェレスと契約
を結び、快楽や愛や憎しみの涯に悲劇の幕
が下り、続いて悪魔とともに様 な々事業を行
い、やがて老いたファウストの魂は天に帰る。

自由からの逃走 新版
エーリッヒ・フロム（日高六郎 訳） 
東京創元社　1,700円

人は自由を求めながら自由になるほど孤立
し、それを恐れるあまり自らを束縛するもの

（組織、規則など）に惹かれていく。人生の
岐路に立つ人にぜひ読んでもらいたい。
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高慢と偏見（上・下）
ジェーン・オースティン（富田彬 訳） 
岩波文庫  上巻 840円/下巻 720円

イギリスを知るにはオースティンの作品
が最も近道。ユーモアの感覚、恋愛観、階
級意識など、細やかな人物描写と絶妙の
ストーリー展開は、200年後の現代の小
説や映画にも姿を変えて登場する人気
ぶりだ。

誰がために鐘は鳴る（上・下）
アーネスト・ヘミングウェイ（大久保康雄 訳）
新潮文庫  上巻 750円/下巻 750円

スペイン内戦を舞台に、著者自身の体験
をもとに執筆された長編小説。戦争小説
といわれるが、人間が、実は個として完結
した存在ではなく、他と繋がっていること、
人の痛みや苦しみもまた自らのものである
ことに気づく深い示唆に富む。

菊と刀
ルース・ベネディクト（長谷川松治 訳）
講談社学術文庫  1,280円

米国の文化人類学者による日本文化論。
第２次大戦後の日本占領政策にも影響を
与えたといわれる。「集団主義」や「恥の文
化」などの見方は古い感もあるが、それで
も古典的名著。

エセー（全5巻）
ミシェル・ド・モンテーニュ（宮下志朗 訳）
白水社  （1）2,000円 /（2）2,300円/

（3）2,100円 /（4）2,300円 /（5）2,400円

真の常識こそ真の哲学である。人間を知
らんと欲する者は、まずモンテーニュを読
むべきである（西田幾多郎）。フランス版方
丈記であり、徒然草でもある。

幸福論
バートランド・ラッセル（安藤貞雄 訳）
岩波文庫  780円

「幸せな気分」を取り上げた本が近年、多
数出されているが、本書は「幸福な人生」
を論じている。どこからでも読め、自分を見
つめ返すことができる。

心を動かす話し方
デール・カーネギー（山本悠紀子 監修・
田中融二 訳）  ダイヤモンド社  1,600円

スピーチ一つで印象はがらりと変わる。
とはいえ、スピーチは本当に難しい。この
本は社会人としてぜひとも知ってほしいス
ピーチのスキルを身に付けるための教則
本である。

思想と風俗
戸坂潤  東洋文庫  3,000円

現代の思想と風俗に照らしてみると、もち
ろん時代遅れと感じる部分は少なくない。
しかし、「スポーツは宗教的自己昂揚より
も、もっと阿片的だ。」という主張は、現代の
スポーツを廻る問題の本質をついている。

ソクラテスの弁明・クリトン
プラトン（三嶋輝夫・田中享英 訳）
講談社学術文庫  880円

法廷でのソクラテスによる弁明、そして死
刑を宣告されたソクラテスと脱獄を促す
クリトンとの対話。「善く生きること」とは何
か、「不知の自覚と知」、「人格としての国
家」、「公民」、「正義」など、ソクラテスの哲
学の集大成がここにある。

人を動かす
デール・カーネギー（山口博 訳）  創元社
1,500円

多種多様な自己啓発書が続 と々出版され
ているが、本書は自己啓発書の元祖であ
る。初版が1936年であるにもかかわらず、そ
の後、半世紀以上もロングセラーとなってい
る。このことだけをとっても一読の価値あり。

ホモ・ルーデンス
ヨハン・ホイジンガ（高橋英夫 訳）
中公文庫  876円

文化は人間の遊びの中で、遊びとして発生
したとホイジンガは主張する。スポーツ文
化もしかり。現代のスポーツは真面目にな
りすぎたため、遊びの領域から去ろうとし
ているのか。

留岡幸助 -自叙/家庭学校
（人間の記録（82）） 

留岡幸助  日本図書センター  1,800円

留岡幸助は、同志社出身の牧師、また北海
道家庭学校の創始者であり、「日本の社会
福祉の父」といわれる。本書では彼の半生と
非行少年のケアについて明らかにしている。

遊びと人間
ロジェ・カイヨワ（多田道太郎・塚崎幹夫 
訳）  講談社学術文庫  1,200円

カイヨワは、競争（アゴン）、運（アレア）、模
擬（ミミクリ）、眩暈（イリンクス）という分類
によって遊びの性質を説明している。ス
ポーツの本質と面白さがここにある。

想像の共同体
ベネディクト・アンダーソン（白石さや・白石隆 
訳）  NTT出版  2,415円

「国家」は想像される共同体であるという
構築主義的視点から、ナショナリズムの形
成過程のダイナミズムを取り上げた一冊。
その形成過程におけるメディアと言語の
重要性にも注目。

人
想文
思

銀河鉄道の夜
宮沢賢治  ハルキ文庫  267円

美しい銀河の情景と対旋律をなすかのよ
うに描かれる死。「本当のさいわいは一体
なんだろう」「僕わからない」という主人公
たちの会話の意味を大学時代に考えてみ
てはどうでしょう。

神曲 完全版
ダンテ（平川祐弘 訳）
河出書房新社  5,800円

イタリア語を学習してぜひオリジナルで読
んでほしい。現代イタリア語はダンテやボッ
カチオ、ペトラルカなどのトスカナ方言が基
礎になっているので、初修者でも結構読め
る。素晴らしい本。

戦争と平和（全6巻）
レフ・ニコラエヴィチ・トルストイ（藤沼貴 
訳）  岩波文庫  6,000円

世界が認める超一級品の大作。主人公
たちの物語の合間に、科学の考え方、歴
史の見方など様々な価値ある文章がち
りばめられている。

罪と罰（上・下）
フョードル・ミハイロヴィチ・ドストエフスキー

（工藤精一郎 訳）  新潮文庫  
上巻 743円/下巻 781円

最近の本に多くみられるストーリーの単な
る展開だけではなく、合間に法律から歴
史、神学、哲学、科学に至るまで多くの議
論が含まれている。世界の古典的名著の
一つ。
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特 集 同志社 100冊

崇高と美の観念の起原
エドマンド・バーク（中野好之 訳）
みすず書房  2,800円

崇高とは何か。美とは何か。感じることだけに
満足せず、その原因を問い詰める近代美学
の出発点の一つ。新たな感性を説明すること
ができた時、初めて新たな時代が始まる。

新島襄自伝
同志社 編  岩波文庫  1,020円

新島襄は、幕末に国禁を犯して渡米し大
学で学び、その間、岩倉使節団に同行して
欧米を視察した。波乱に富んだその生涯
を、残された自筆の記録にてたどる。

新島八重関連書簡集
同志社大学社史資料センター 編
1,500円

新島八重が実際に受け取って、手にし、ま
た彼女自身による言葉と筆で発信した書
簡集。新島遺品庫に所蔵されている新島
八重関連資料のうち、和文・英文の書簡を
全点翻刻したもの。

茶の本
岡倉覚三（村岡博 訳）  岩波文庫  420円

著者は、日本を代表する画家の岡倉天心。
本書は、茶道の概説書ではなく、人と交流す
るための心得（礼法）が記されている。なお、
原著は、茶道の素晴らしさを外国人に理解
してもらうために、英文で書かれている。

アメリカのデモクラシー
（第1巻上・下、第2巻上・下）

アレクシ・ド・トクヴィル（松本礼二 訳）
岩波文庫  第1巻上 900円/下1,100円
第2巻上 780円/下 840円

フランス名門貴族出身の著者が、新興国
アメリカの民主主義を詳細に観察し様々
な角度から論じた書。近代民主主義なる
ものを信じる人も信じない人も一度は読ん
でおくべき本。

善の研究
西田幾多郎  講談社学術文庫  1,100円

近代日本哲学の記念碑的著作。西洋の学
問的成果を精力的に受容しつつ、日本独
自の思想体系を打ち立てようとする西田
哲学の苦闘は、今なお続く日本の学問の
苦闘でもある。

告白（上・下）
アウレリウス・アウグスティヌス（服部英次郎 
訳）  岩波文庫  上巻 840円/下巻 780円

キリスト教の本質的な部分だけでなく、哲
学的な思考の基礎になる貴重な記録であ
るが、極めて平易な叙述でページをめくる
手がもどかしくなる章も結構多い。

青年の思索のために
下村湖人  ＰＨＰ研究所  800円

著者の言葉の一つひとつに、謙虚な心を教
えられる。大学生のためというより、人生の中
で読んでおくべき1冊として推薦したい本。

夢判断（上・下）
ジークムント・フロイト（高橋義孝 訳）
新潮文庫  上巻 710円/下巻 710円

最初に筒井康隆の『心狸学・社怪学』などを
読んでから読むと面白いほどよく分かる。マ
ルクスと並んでフロイトとダーウィンは今で
も人類最高の知性であり、勇者でもある。

日本の思想
丸山真男  岩波書店  700円

川島教授の著書と同様、戦後日本の学界
の「巨人」による名著。ヨーロッパやアメリカ
の思想家だけでなく、日本の思想家からも
多くを学んでいただきたい。

現代語で読む新島襄 
「現代語で読む新島襄」編集委員会
丸善  1,600円

新島襄が青年時代から晩年に至るまで
に書いた数々の手紙や手記、日記などを
現代語に読み下した新島襄選集。新島の
思想、人となりを知る資料として、写真、ス
ケッチなどを豊富に収録。

新島襄の手紙 
同志社 編  岩波文庫  900円

「書簡の人」といわれる新島襄の数多い私
信の中から96通を選び、その生涯と思想
をたどる。

武士道
新渡戸稲造（矢内原忠雄 訳）
岩波文庫  560円

著者の新渡戸稲造は同志社大学にもゆ
かりのある人物。またグローバル人材には
逆説的に自国の価値観・宗教観について
の知識も必要だと思われる。

科学と人間行動
バラス・フレデリック・スキナー

（河合伊六他 訳）  二瓶社  4,200円

行動主義心理学、行動分析学の古典的
名著。読み返すたび、新たな発見とともに
その哲学的な深みを知る。分かりやすさ
とは異なる次元の面白さにチャレンジで
きる1冊。

パスカル パンセ抄
ブレーズ・パスカル（鹿島茂 訳）
飛鳥新社  1,600円

「人間は考える葦である」で有名な『パン
セ』。17世紀のパスカルの言葉が21世紀
に生きる私たちに貴重なヒントを与えてく
れることに驚嘆するだろう。まずは鹿島茂
の新訳で。

プロテスタンティズムの
倫理と資本主義の精神
マックス・ウェーバー（大塚久雄 訳）
岩波文庫  1,000円

近代の西欧における資本主義の成立に
とって、営利衝動に敵対的な禁欲的プロ
テスタンティズムが大きく貢献したという
歴史のアイロニーを論証した、宗教社会学
の古典的名著。

我と汝・対話
マルティン・ブーバー（植田重雄 訳）
岩波文庫  780円

ユダヤ系宗教哲学者の代表的作。「我－汝」に
おける我は「我－それ」における我とは異なる。
前者の我は人間との関係の中で、対話によって
具体化される関係の中で生きるのである。

純粋理性批判（全7巻）
イマヌエル・カント（中山元 訳）
光文社古典新訳文庫  6,418円

近代西洋思想を確立した哲学書の中の哲学
書。壮大な構想のもと、精緻に展開される議
論を追いながら、あえて考え抜く勇気こそが
学問の基礎であることを再認識してほしい。

社
治会
政

遠野物語
柳田國男  集英社文庫  514円

家の神、天狗、山男、雪女、川童など、岩手
県遠野郷に残る怪異な話を遠野に住む
青年から聞き取り、記述したものである。
京極夏彦が『遠野物語remix』で現代語
訳でリメイクしている。
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社会契約論
ジャン・ジャック・ルソー（桑原武夫・前川
貞次郎 訳）  岩波文庫  720円

フランス革命にも影響を与えたルソーの代表
作です。国民主権の意義を説き、弱者の権利
の保障を説くなど、庶民、弱者の側に立った
政治思想が情熱的に語られています。

自由論
ジョン・ステュアート・ミル（塩尻公明・木村
健康 訳）  岩波文庫  780円

「他者に危害を与えなければ、国家や法は
干渉できない」。現代では当たり前の自由
主義の原理は、19世紀イギリスの哲学者、
ミルのこの書物によって確かなものになり
ました。

政治学
アリストテレス（田中美知太郎他 訳）  
中央公論新社  1,800円

大学時代に、「万学の祖」といわれるアリス
トテレスの著書は、1冊は読んでみるとい
いでしょう。ここでは、単純な民主主義礼
賛は危険であるとして、より良い政体が追
求されています。

統治二論
ジョン・ロック（加藤節 訳）  岩波文庫
1,400円

17世紀後半のイギリスの名誉革命、さらに
は、18世紀後半のアメリカ独立革命にも
影響を与えました。「国家の役割とは何か」
を考える上で、今でも私たちに示唆を与え
てくれます。

日本人の法意識
川島武宜  岩波書店  720円

戦後、アメリカやヨーロッパの立派な法制
度、裁判制度を導入したのに、なぜ、うまく
機能しないのか。現代日本の法学、特に法
社会学のスタートとなった、日本人論の名
著です。

犯罪と刑罰
チェーザレ・ベッカリーア（小谷眞男 訳）  
東京大学出版会  2,200円

拷問、軽犯罪への死刑適用などもあった
野蛮な時代に書かれた典型的な「啓蒙の
書」です。今の法制度が先人の努力によっ
て創られてきたことが、よく分かる書物だ
と思います。

リヴァイアサンⅠ
トマス・ホッブズ（永井道雄・上田邦義 訳）  
中央公論新社  1,800円

暗黙の中世を打ち破り、「人間とは何か」
についての冷徹な分析から、国家の必要
性につき、極めて合理的に論じられていま
す。科学に基づく近代社会の始まりを記す
名著です。

世論（上・下）
ウォルター・リップマン（掛川トミ子 訳）  
岩波文庫  上巻 720円/下巻 840円

著者は米国の記者、政治評論家。現実と
は何か？頭の中で描く「ステレオタイプ」を
通して、現実が歪んで見えるのではない
か？大衆の心理、そして世論とは？100年
近く前に書かれた名著。

君主論
ニッコロ・マキアヴェッリ（佐々木毅 訳）  
講談社学術文庫  780円

あるべき君主の統治について、冷酷なまで
にしたたかに論じた古典。君主は「愛され
るより恐れられるほうがよい」と著者は説
く。また、君主には力量と並んで運が必要
であるとも論じている。時代を超えて、政
治や人間の本質に迫る名著である。

ザ･フェデラリスト
アレグザンダー・ハミルトン/ジョン・ジェイ/
ジェイムズ・マディソン（斎藤眞・中野勝郎 
訳）  岩波文庫  860円

アメリカ合衆国憲法の批准をめぐって、ハ
ミルトンら三人の政治家によって書かれた
論文集。アメリカ合衆国憲法や日本国憲
法を理解する上で重要なだけでなく、政
治や民主主義、人間の本質について、多角
的で哲学的な考察が展開されている。

職業としての政治
マックス・ウェーバー（脇圭平 訳）  
岩波文庫  480円

著者は政治を幅広い社会現象として捉
え、政治的支配を伝統的支配とカリスマ
的支配、そして、合法的支配に分類してい
る。また、職業政治家は動機、心情よりも結
果に責任を負うとして、「心情倫理」よりも

「責任倫理」の重要性を説いている。政治
を学ぶ者の必読書。

職業としての学問
マックス・ウェーバー（尾高邦雄 訳）  
岩波文庫  420円

短い記述だが学問をする者への強烈な
戒めがある。新聞や週刊誌を読んでいる
暇があればぜひ読んでほしい。日本語能
力がある程度あれば1時間もかからない。

権利のための闘争
ルドルフ・フォン・イェーリング（村上淳一 訳）  
岩波文庫  540円

「権利のための闘争は権利者の自分自
身に対する義務である」というフレーズで
も有名な、近代法学、法解釈学の基礎を
創った19世紀ドイツの天才法学者の名著
です。 

国家（上・下）
プラトン（藤沢令夫 訳）  岩波文庫
上巻 1,100円/下巻 1,100円

誰もが知っているギリシアの哲学者、プラト
ンの民主主義批判です。哲学者の統治を
説いたプラトンの問題意識は、現代日本の
民主主義にも警鐘を鳴らすものでしょう。

ヨーロッパ文化と日本文化
ルイス・フロイス（岡田章雄 訳注）  
岩波文庫  700円

ポルトガル人（イエズス会の宣教師ルイス・
フロイス）からみた日本の文化風俗であ
る。ヨーロッパと日本を対立させて描いて
いるために面白く読める。
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特 集 同志社 100冊

坂の上の雲（全8巻）
司馬遼太郎  文春文庫  5,215円

俳人・正岡子規と軍人の秋山兄弟を主人
公にした長編歴史小説。後半は日露戦争
の描写が主となるが、明治維新を経て「近
代国家」を目指した日本について、理解を
深める一助となる。

価値と資本（上・下）
ジョン・リチャード・ヒックス（安井琢磨・熊谷尚
夫 訳）  岩波文庫  上巻 800円/下巻760円

現代ミクロ経済学の基礎を築きノーベル
賞を受賞したヒックスの主著。難しくはなく
内容は古びてはいない。翻訳とはいえ教科
書ではなく原典で学ぶ喜びが味わえる。

雇用、利子および貨幣の
一般理論（上・下）
ジョン・メイナード・ケインズ（間宮陽介 
訳）  岩波文庫  上巻980円/下巻800円

誰もが知るケインズの代表作で、経済学
だけでなく、政治、社会にも大きな影響を
与えた名著。大学生のうちに一度はぜひ
読んでもらいたい本。

資本論（全9巻）
カルル・ハインリヒ・マルクス/フリードリヒ・エン
ゲルス（向坂逸郎 訳）  岩波文庫  9,100円

人類の超弩級的知恵がつまった書物。ぜひドイ
ツ語を勉強して死ぬまでに読んで欲しいが、とり
あえず日本語の翻訳で読んでおいて損はない。

大陸と海洋の起源（上・下）
アルフレッド・ウェーゲナー（都城秋穂・
紫藤文子 訳）  岩波文庫
絶版（図書館に蔵書有）

ウェーゲナーは、超大陸が分裂して現在の
大陸と海が生まれたと主張した。流行の学説
や常識にとらわれず、自説を立証しようとする
強い意思が新しい地球観を生み出した。

沈黙の春
レイチェル・カーソン（青樹簗一 訳）
新潮文庫 670円

1962年に出版された環境問題と自然保護
の先駆けの書。詩的な表現に含まれる強い
メッセージが、アメリカの歴史を変えた。日本
の自然が黙りこくる心配はないのだろうか。

ご冗談でしょう、
ファインマンさん（上・下）
リチャード・P・ファインマン（大貫昌子 訳）
岩波現代文庫  上巻1,100円/下巻1,100円

ノーベル物理学賞受賞者である著者のユ
ニークな考え方が記されています。本書の
タイトルになった「ティーパーティ」での逸
話は、お聞きになったことがあるかも知れ
ません。難しい数式は、一切出てきません。
ファインマン先生のユーモア溢れる人柄
に触れてみてください。なお、ご自身の名前
を冠した物理学の専門書も有名です。

経済発展の理論（上・下）
ヨーゼフ・シュムペーター（塩野谷祐一・
中山伊知郎・東畑精一 訳）  岩波文庫  
上巻 900円/下巻780円

経済発展を非連続的な現象と捉え、「新
結合」を遂行する企業者が発展の原動力
となると論じた。経済を発展させる力が、
経済に内在するという主張が大きな影響
力を持った。

国富論（全3巻）
アダム・スミス（大河内一男 訳）  中公文庫

（1）1,048円 /（2）876円 /（3）952円

産業革命黎明期の英国を分析することに
よって、一国の富を最大化させる原理が資
本主義的な市場メカニズムに存在するこ
とを明らかにした経済学の古典。

アイデアのつくり方
ジェームズ・W・ヤング
ＩＢＣパブリッシング  800円

著者は米国最大の広告代理店の最高顧
問。〈アイデアをどうやって手に入れるか〉と
いう質問への解答がここに。本文はわず
か50ページたらず。１時間もあれば読み切
れる、お得な１冊。

経営者の役割
チェスター・アーヴィング・バーナード（山本
安次郎 訳）  ダイヤモンド社  2,000円

経営学や組織論の基礎を築いた古典中の
古典。分かりやすい例示などもなく抽象的
な議論が続きますが、だからこそ一度チャ
レンジしてみる価値があると思いませんか。

アジア史論
宮崎市定  中央公論新社  1,450円

とかく人びとは自分の国または地域から
の歴史観で世界史を語りがちである。本
書はより大きな視点から「歴史的なものの
見方」を教えてくれる。

氷川清話
勝海舟  講談社学術文庫  1,180円

勝海舟という聡明な人の言葉を通して、新
島襄が無事に渡米できた理由や山本覚
馬が薩摩藩邸で殺されなかった理由を
理解することができます。知的好奇心は宝
です。

ローマ帝国衰亡史（全10巻）
エドワード・ギボン（中野好夫 訳）
ちくま学芸文庫  13,900円

あれほど栄華を極めたローマ帝国はなぜ
滅びたのか。優れた過去と対話しながら、
人間の強さと弱さの全てを華麗な筆で描
き出す歴史書の傑作。

アメリカ史のアイロニー
ラインホールド・ニーバー（大木英夫・深井
智朗 訳）  聖学院大学出版会  3,800円

キリスト教の視点から、第二次大戦後に
超大国となったアメリカの課題を論じたも
の。外部の敵よりも、自らの強さによる内的
腐敗や傲慢の危険を説いている。著者は

「全てのリアリストの父」とさえ呼ばれ、「ア
イロニー（皮肉）」と「悲哀」、「悲劇」を見事
に分類している。

歴

科

ビ
理済
史

学

ス
ネ

地経

テク
ノ

ジー
ロ

ジ
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ゼ ミ 探 訪  学 び の 時 間

 

ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
異
文
化

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

　
2
0
1
1
年
、同
志
社
大
学
13
番
目
の
学
部

と
し
て
誕
生
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
は
、英
語
コ
ー
ス
、中
国
語
コ
ー
ス
、

日
本
語
コ
ー
ス
か
ら
成
る
。そ
の
中
で
、英
語

コ
ー
ス
は
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
欠
か
せ
な
い
高

度
な
英
語
の
実
践
運
用
能
力
を
育
成
す
る
コ
ー

ス
だ
。2
年
次
に
は
全
員
がS

tu
d
y

 A
b
roa
d

に
出
る
の
を
は
じ
め
、社
会
に
出
て
か
ら
の
自
分

を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
多
文
化
状
況
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
教
養
を
身
に
付

け
て
い
く
点
に
学
び
の
特
徴
が
あ
る
。

　
ゼ
ミ
は
、Stu

d
y

 A
b
roa
d

か
ら
帰
国
し
た

3
年
次
の
春
学
期
か
ら
始
ま
る
。竹
田
ゼ
ミ
の

テ
ー
マ
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。竹
田
先
生

に
ゼ
ミ
の
進
め
方
を
聞
い
た
。

　「
３
年
次
の
春
学
期
は
、基
礎

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
日
本
語
の
テ

キ
ス
ト
を
使
っ
て
輪
読
し
た

り
、日
経
新
聞
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、毎
週
対

象
と
な
る
記
事
と
担
当
者
を
決

め
て
全
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
ま
す
。秋
学
期
か
ら
は
広

範
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
の
課
題
を
扱
っ
た
英
語
の
専

門
書
を
使
い
、4
年
次
の
前
半

は
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か

ら
書
か
れ
た
専
門
書
を
輪
読
。春
学

期
の
後
半
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ

ミ
論
文
作
成
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
」

　
ゼ
ミ
生
に
身
に
付
け
て
ほ
し
い
こ

と
は
、「
語
学
力
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で

す
が
、異
な
っ
た
文
化
の
人
た
ち
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
て
理
解
を
深
め

る
た
め
に
は
、や
は
り
論
理
的
に
も

の
ご
と
を
考
え
て
相
手
が
納
得
す
る

よ
う
に
話
を
す
る
こ
と
。そ
し
て
、も

う
一
つ
大
切
な
の
は『
マ
イ
ン
ド
』で

す
。違
い
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た

う
え
で
、相
手
を
開
か
れ
た
心
で
受

け
入
れ
、相
手
の
立
場
で
も
の
ご
と

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
」

と
、論
理
的
な
思
考
と
心
で
話
を
す

る
こ
と
の
両
方
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
を
目
指
す
。

 
実
践
的
な
海
外
研
修
や

 

他
大
学
と
の
合
同
ゼ
ミ

　
取
材
の
日
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
の
第
1
期
生
で
あ
り
、最
初
の
卒
業

生
と
な
る
4
年
次
生
12
人
の
ゼ
ミ
授
業
。英
語

コ
ー
ス
の
ゼ
ミ
論
文
は
英
語
で
提
出
す
る
こ
と

も
あ
っ
て
、3
年
次
ま
で
は
日
本
語
で
行
わ
れ
て

い
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
、全
て
英
語
で
行
わ
れ
る
。発
表
者
の
4
人

は
、そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
を
分
担
し
、

聞
い
て
い
る
学
生
に
も
意
見
を
聞
い
た
り
、チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
時
間

個
性
を
認
め
合
い
、

　
　
全
員
の
能
力
を
高
め
る
。

竹
田 

宗
継

  

【
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

　 

准
教
授
】

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
　
竹
田 

宗
継 

ゼ
ミ
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を
設
け
た
り
と
、会
話
に
よ
る
双
方
向
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
笑
顔
が
絶
え
ず
、１
時
間
半
が

短
く
感
じ
ら
れ
た
。

　
こ
こ
か
ら
は
、発
表
を
終
え
た
４
人
の
ゼ
ミ
生

に
話
を
聞
い
た
。

　「
資
料
を
読
み
込
ん
で
、ど
こ
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
な
の
か
を
、聞
く

人
に
分
か
り
や
す
く
イ
ラ
ス
ト
を

作
成
し
た
り
、You

T
u
b
e

の
動
画

も
使
っ
た
り
し
て
一
人
ひ
と
り
の

印
象
に
残
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し

た
」と
教
え
て
く
れ
た
の
は
大
槻
容

子
さ
ん
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
ら
、自
分

の
英
語
能
力
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場

で
生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
」と
考

え
、竹
田
ゼ
ミ
を
選
ん
だ
と
言
う
。

　
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
で
長
年
、

海
外
勤
務
の
経
験
を
持
つ
竹
田
先

生
は
、自
ら
の
体
験
か
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
重
要
と

考
え
、海
外
研
修
や
他
大
学
と
の
合
同
ゼ
ミ
な

ど
を
実
施
。3
年
次
の
海
外
研
修
で
は
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
日
系
大
手
企
業
3
社
と
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
を
訪
問
し
た
。「
目
的
は
2
つ
あ
り
ま
し
た
。

1
つ
目
は
、世
界
経
済
の
中
心
と
な
り
つ
つ
あ
る

ア
ジ
ア
で
日
系
企
業
が
ど
れ
ほ
ど
幅
広
く
事
業

を
展
開
し
て
い
る
か
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
お

い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
。も
う
1
つ
は
、多

民
族
国
家
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
て

も
ら
い
、現
地
の
マ
レ
ー
系
、中
華
系
、イ
ン
ド
系

社
員
の
方
々
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、英
語

で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
す
。そ
の
中

で
、彼
ら
が
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
、難
し
い
問

題
に
つ
い
て
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　「
今
ま
で
勉
強
し
て
き
た
文
化
の
違
い
に
よ
る

問
題
が
実
際
に
起
こ
っ
て
い
る
現
場
で
、リ
ア
ル

な
声
を
聞
け
た
こ
と
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
」と
言
う
の
は
、清
水
美
那
さ
ん
。

　
関
西
学
院
大
学
と
関
西
大
学
と
の
合
同
ゼ
ミ

大
会
で
は
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
仮
想
の
国
を
つ
く

り
、貿
易
ゲ
ー
ム
で
競
っ
た
。「
同
じ
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
勉
強
し
て
い
る
と

い
っ
て
も
、他
大
学
は
商
学
部
の
ゼ
ミ
で
専
門
的

な
知
識
が
あ
る
の
で
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
」と
言

う
清
水
さ
ん
に
、「
う
ち
の
学
生
が
一
番
目
立
っ
て

い
た
け
ど
ね
」と
笑
う
竹
田
先
生
。こ
の
笑
顔
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、「
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
は

欠
か
せ
な
い
こ
と
で
す
」と
竹
田
先
生
は
言
う
。

 

実
践
的
な
学
び
を

 

自
ら
の
考
え
で
将
来
に
生
か
す

　
こ
れ
ま
で
の
学
び
か
ら
、ど
ん
な
こ
と
が
身
に

付
い
た
と
実
感
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。ま
ず
、卒

業
後
は
英
語
を
人
の
た
め
に
生
か
し
た
い
と
考

え
て
い
る
門
澤
愛
さ
ん
は
、「
自
分
が
ど
う
い
う

人
間
な
の
か
を
改
め
て
意
識
す
る
機
会
を
得
ま

し
た
。自
分
を
確
立
し
た
上
で
、海
外
や
日
本
で

あ
る
こ
と
に
は
関
係
な
く
、相
手
を
受
け
入
れ
る

能
力
が
身
に
付
い
た
と
思
い
ま
す
」と
言
う
。嶋

津
あ
す
か
さ
ん
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
多
様

な
文
化
を
持
つ
人
た
ち
と
関
わ
る
時
に
、ま
ず
偏

見
を
持
た
な
い
こ
と
、自
分
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

を
学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
日
本
で
働
く
上

で
も
大
事
な
こ
と
で
、当
た
り
前
の
こ
と
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、竹
田
ゼ
ミ
に
入
っ
て
改
め
て

感
じ
た
こ
と
で
す
」と
答
え
て
く
れ
た
。

　
４
年
次
生
が
就
職
活
動
を
進
め
る

中
、各
々
の
グ
ロ
ー
バ
ル
の
捉
え
方
に

よ
っ
て
選
ぶ
仕
事
が
異
な
る
点
が
興
味

深
い
。損
害
保
険
会
社
に
就
職
す
る
大

槻
さ
ん
は「
日
本
企
業
の
海
外
進
出
す

る
機
会
が
増
え
る
今
、そ
ん
な
企
業
を

支
え
る
仕
事
が
で
き
る
と
思
い
ま
し

た
」と
言
い
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
就
職

す
る
門
澤
さ
ん
は「
日
本
の
技
術
を
海

外
へ
売
り
込
む
力
と
、日
本
の
技
術
を

生
か
し
て
海
外
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も

の
を
き
ち
ん
と
提
供
す
る
た
め
に
、ゼ

ミ
で
学
ん
だ
こ
と
が
生
か
せ
る
と
思
い

ま
す
」と
言
う
。教
育
関
連
企
業
に
就

職
す
る
嶋
津
さ
ん
は「
少
子
化
の
時
代

で
す
が
、真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育

成
す
る
に
は
英
語
が
大
事
。世
界
の
中

で
、日
本
の
国
自
体
が
生
き
残
っ
て
い

く
た
め
に
も
教
育
に
携
わ
り
た
い
」と

考
え
た
こ
と
が
、志
望
の
理
由
だ
。I
T

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
就
職
す
る
清
水
さ

ん
は
、I
T
が
生
み
出
す
世
界
を「
物
理
的
な
距

離
の
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
」と
捉
え
て
お
り
、

「
ゼ
ミ
で
学
ん
だ
文
化
や
価
値
観
の
違
い
を
生
か

し
な
が
ら
、将
来
は
自
分
の
考
え
たW

eb

サ
ー
ビ

ス
を
海
外
に
も
展
開
し
て
い
き
た
い
」と
語
る
。

　
輝
く
瞳
で
自
分
の
将
来
を
語
る
ゼ
ミ
生
の
話

を
、頼
も
し
そ
う
に
聞
い
て
い
た
竹
田
先
生
は

「
み
ん
な
ど
こ
に
出
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
、

素
晴
ら
し
い
学
生
で
す
」と
微
笑
ん
だ
。
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管径方向分配現象

研究センター

塚越 一彦
【理工学部教授】

 

管
径
方
向
分
配
現
象
と
は

　
ま
ず「
管
径
方
向
分
配
現
象
」と
い
う
も
の
に

つ
い
て
説
明
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。私
た
ち
計
測

分
離
工
学
研
究
室
が
世
界
で
初
め
て
発
見
し
た

現
象
で
す
か
ら
、そ
れ
ま
で
は
誰
も
見
た
こ
と
が

な
い
し
、も
ち
ろ
ん
教
科
書
に
も
載
っ
て
い
ま
せ

ん
。学
会
な
ど
で
説
明
し
て
も
な
か
な
か
理
解
し

て
い
た
だ
け
な
い
。そ
も
そ
も
管
径
方
向
分
配
現

象
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
の
は
、そ
の
概
念

を
世
界
の
研
究
者
に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
意
図
が
大
き
い
の
で
す
。

　
管
径
方
向
分
配
現
象
と
は
、１
０
０
ミ
ク
ロ
ン

以
下
の
極
細
空
間
、髪
の
毛
の
太
さ
よ
り
も
細
い

空
間
を
流
体
が
流
れ
て
い
く
際
に
起
こ
る
現
象

で
す
。そ
の
マ
イ
ク
ロ
空
間
に
あ
る
種
の
混
合
溶

液
を
流
し
、一
定
の
圧
力
を
加
え
る
と
、流
れ
の
中

で
液—

液
界
面
が
生
じ
る
の
で
す
。内
側
の
層
と

外
側
の
層
の
２
つ
の
流
れ
が
生
ま
れ
、そ
こ
に
界

面
が
生
じ
る
。界
面
と
い
う
の
は
、例
え
ば
水
と

油
が
交
じ
り
合
っ
た
場
合
、溶
け
合
わ
ず
に
２
層

に
分
か
れ
る
。そ
の
境
界
の
こ
と
を
い
う
の
で
す

が
、そ
こ
に
は
科
学
的
に
い
ろ
ん
な
興
味
深
い
要

素
が
あ
る
の
で
す
。新
し
い
反
応
が
起
こ
っ
た
り
、

新
し
い
分
子
間
の
配
列
が
起
こ
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
の
界
面
が
マ
イ
ク
ロ
空
間
で
生
じ
る
。し
か
も

そ
こ
に
は
流
れ
が
あ
り
、内
側
と
外
側
に
層
を
作

り
出
す
。私
た
ち
は
こ
の
現
象
を
2
0
0
9
年
に

計
測
分
離
工
学
研
究
室
で
見
い
だ
す
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
誰
も
作
り
出
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
現
象
を
作
り
出
し
た
。そ
の
意
味

同志社大学で初めて見いだされた
マイクロ流体現象を解明し、
社会に役立つ応用展開を目指す

　同志社大学理工学部化学システム創成工学科計測分離工学研究室が、世界で初めて見いだしたマイクロ空間内における新たな

流体挙動。管径方向分配現象（Tube Radial Distribution Phenomenon :ＴＲＤＰ）と名付けた、従来の研究の定説を覆した発見

を、様々な学問領域及び工業化・産業化の視点から幅広く研究し、その遂行を通して研究員や学生の研究活動の高度化・学際化・

グローバル化を推進するために 2012年7月、「管径方向分配現象研究センター」が発足した。ＴＲＤＰが同志社大学で見いだされ、

同志社大学から世界に情報発信されていることを明確に位置づける役割をも担うセンターの活動内容、主眼とする研究について、

センター長の塚越一彦理工学部教授に伺った。
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同 志 社 の 研 究 は 今

で
は
特
異
的
な
発
見
で
あ
り
、間
違
い
な
く
世
界

初
だ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
研
究
の
輪
を

広
げ
る
目
的
で
、多
く
の
方
々
の
ご
支
援
の
も
と

に
、設
立
し
た
の
が
当
研
究
セ
ン
タ
ー
で
す
。こ
の

マ
イ
ク
ロ
空
間
内
で
の
新
し
い
流
体
挙
動
を
管

径
方
向
分
配
現
象（T

R
D

P

）と
名
付
け
、学
問

的
に
も
ま
た
技
術
的
に
も
体
系
化
し
て
い
く
こ

と
を
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

界
面
の
現
象
解
明
か
ら

 

機
能
発
現
へ

　
で
は
、ど
う
し
て
こ
う
し
た
現
象
を
起
こ
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
、今
ま
で
誰
も
見
い
だ
せ
な

か
っ
た
こ
と
が
な
ぜ
で
き
た
の
か
。そ
の
界
面
の

現
象
を
解
明
す
る
こ
と
が
、現
在
の
セ
ン
タ
ー

の
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
は
流
体

力
学
や
化
学
、工
学
な
ど
い
ろ
ん
な
要
素
を
盛

り
込
ん
で
、ど
う
し
て
こ
う
し
た
現
象
が
起
こ

る
の
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、こ
の
界
面
を
利
用
し
て
ど
う
機
能
を

発
現
さ
せ
て
応
用
面
に
持
っ
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
も
研
究
課
題
で
す
。私
た
ち
は
管
径
方
向

分
配
現
象
の
解
明
と
機
能
発
現
と
言
っ
て
い
ま

す
が
、解
明
と
い
う
の
は
な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と

が
起
こ
る
の
か
を
調
べ
る
こ
と
、そ
し
て
機
能

発
現
は
応
用
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
。

応
用
に
は
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
あ
る
い
は
抽

出
と
い
う
分
離
の
手
段
、あ
る
い
は
混
ぜ
る
と

い
う
混
合
法
、そ
し
て
界
面
を
使
っ
て
の
反
応

と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。現
在
、ク
ロ
マ
ト

グ
ラ
フ
ィ
ー
はT

ub
e R

ad
ial D

istrib
u
tion

 

C
h
rom

atog
raphy

（T
R

D
C

）、
抽
出
は
エ
ク

ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
す
か
ら
、Tub

e R
ad

ial 

D
istrib

u
tion

 E
x
traction

（T
R

D
E

）、
混
合

は
ミ
キ
シ
ン
グ
で
す
か
ら
、Tub

e R
ad

ial 

D
istrib

u
tion

 M
ix

ing

（T
R

D
M

）、反
応
は

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
でT

ub
e R

ad
ial 

D
istrib

u
tion

 R
eaction

（T
R

D
R

）と
、そ
れ

ぞ
れ
名
前
を
付
け
て
、T

R
D

P

を
利
用
し
た
新

し
い
技
術
開
発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

医
薬
品
合
成
へ
の
応
用
に
期
待

　
セ
ン
タ
ー
開
設
当
初
は
管
径
方
向
分
配
現
象

へ
の
理
解
を
よ
り
広
め
、認
知
度
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
が
、発
見
以
来
50
報

近
く
の
学
術
論
文
を
公
表
し
、そ
れ
ら
を
ま
と

め
た
総
合
論
文
を
欧
文
誌（inv

ited
 rev

iew

）

と
邦
文
誌
に
発
表
し
ま
し
た
。昨
年
９
月
に
は

「A
n
a
ly

tica
l 

S
cien

ces

」
と
い
う
学
術
雑

誌
か
ら
「M

ost C
ited

 P
ap

er A
w

ard
 of 

A
n
aly

tical S
ciences 2012

」
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。こ
れ
は
２
０
１
０
年
か
ら
２
０
１
１
年

に
か
け
て「A

n
aly

tical S
ciences

」に
掲
載

さ
れ
た
学
術
論
文
の
中
で
、最
も
多
く
引
用
さ

れ
た
論
文
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。こ
う
し
て

徐
々
に
地
固
め
が
で
き
て
き
た
の
で
、今
後
は
積

極
的
に
そ
れ
が
実
際
ど
う
使
え
る
の
か
、応
用
研

究
を
し
な
が
ら
現
象
を
し
っ
か
り
押
さ
え
る
と

い
う
段
階
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。研
究
組
織
を
広

げ
な
が
ら
い
ろ
ん
な
先
生
方
と
共
同
で
、こ
れ
ま

で
以
上
に
学
際
領
域
だ
け
で
は
な
く
社
会
に
役

立
つ
よ
う
な
研
究
へ
と
展
開
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
ど
ん
な
分
野
へ
の
応
用
が
期
待
で

き
る
の
か
。さ
ら
な
る
展
開
の
可
能
性
を
キ
ー

ワ
ー
ド
で
示
す
と
、環
境
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、医
学
・

医
療
、創
薬
、新
規
学
問
領
域
、新
技
術
開
発
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。中
で
も
応

用
の
可
能
性
が
大
き
い
の
が
、医
薬
品
の
合
成
で

す
。マ
イ
ク
ロ
空
間
の
内
部
を
内
側
と
外
側
の
２

層
に
分
か
れ
て
流
れ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、緊

密
な
溶
液
を
流
し
、内
側
と
外
側
の
層
に
分
離

さ
せ
、内
側
に
分
配
す
る
化
学
物
質
だ
け
を
選

択
的
に
取
り
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

従
来
の
抽
出
と
は
違
う
溶
媒
の
分
離
が
で
き
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
計
画
と
し
て
は
、２
０
１
７

年
３
月
ま
で
の
５
年
間
の
設
置
期
間
が
終
了
す

れ
ば
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
第
２
ス
テ
ー
ジ
と
い
う

方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

予
算
規
模
的
に
も
も
う
少
し
大
き
な
研
究
組
織

に
し
て
、知
恵
を
絞
り
な
が
ら
、新
し
い
現
象
か

ら
新
し
い
応
用
展
開
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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■就　職　率 就職率＝
就職者数
就職希望者数

文科系学部／男子 文科系学部／女子 理工系学部・研究科

0

20

40

60

80

100

神学部

85.7 92.0 97.5 95.9 97.5 96.6 97.2 99.1 100.0 10
0.0

文学部 社会学部 法学部 経済学部 商学部 政策学部 文化情報
学部

スポーツ
健康科学部

心理学部

100.0
94.1 98.4 98.2 96.9 99.0 99.3 99.0 98.0 98.4

0

20

40

60

80

100

神学部 文学部 社会学部 法学部 経済学部 商学部 政策学部 文化情報
学部

スポーツ
健康科学部

心理学部

100.0100.0
100.0 1

00.0

生命医科
学部

理工学
研究科

生命医科学
研究科0

20

40

60

80

100

理工学部

データでみる
同大生の 2013年度就職戦線
　2013年度の就職状況は、景気の回復基調もあって就職率97.5%とリーマンショック後で最も高い数字となりました。その一方

で、社会のニーズが多様化する中、企業は今後ますます、外国語運用能力、情報活用能力、人間関係を結ぶコミュニケーション能力、

さらには問題発見解決能力など、自ら考え行動し成果を上げることができる潜在能力を持った自立した人材を求めています。この

ような変化の中で、皆さん自身がより高いキャリアを形成するためには、目的を持ち勉学やクラブ活動に充実した大学生活を送る

ことや、インターンシップ（注1）など学外の体験学習を通じて社会の動きを理解することが大切になります。

■主な就職先と人数　会社名と人数

文　科　系 理　工　系

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

日本生命保険相互会社

株式会社三井住友銀行

国家公務員（一般職）

株式会社京都銀行

京都中央信用金庫

みずほフィナンシャルグループ

野村證券株式会社

株式会社大和証券グループ本社

株式会社ニトリ

三井住友海上火災保険株式会社

東京海上日動火災保険株式会社

京都市

株式会社滋賀銀行

株式会社南都銀行

ＳＭＢＣ日興証券株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

株式会社りそなホールディングス

国税専門官

三井住友信託銀行株式会社

株式会社関西アーバン銀行

ソフトバンクグループ

株式会社福岡銀行

株式会社ＬＩＸＩＬ

大和ハウス工業株式会社

みずほ証券株式会社

株式会社エイチ・アイ・エス

三菱電機株式会社

イオンクレジットサービス株式会社

イオンリテール株式会社

株式会社エヌ・ティ・ティマーケティングアクト

株式会社池田泉州銀行

全日本空輸株式会社

株式会社西日本シティ銀行

株式会社百五銀行

パナソニック株式会社

株式会社かんぽ生命保険

京都信用金庫

株式会社百十四銀行

明治安田生命保険相互会社

アメリカンファミリー生命保険会社

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

大阪市	

株式会社近畿大阪銀行

株式会社商工組合中央金庫

株式会社静岡銀行

住友生命保険相互会社

第一生命保険株式会社

日本電気株式会社

三井住友カード株式会社

日本郵便株式会社

株式会社ゆうちょ銀行

58

57

51

35

34

30

25

23

22

21

20

18

17

17

16

16

16

16

15

15

14

14

14

13

13

13

12

12

11

11

11

11

11

11

11

11

10

10

10

10

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

トヨタ自動車株式会社

三菱電機株式会社

スズキ株式会社

株式会社日立製作所

ダイキン工業株式会社

パナソニック株式会社

関西電力株式会社

ＴＩＳ株式会社

株式会社野村総合研究所

大塚製薬株式会社

三菱自動車工業株式会社

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ

株式会社NTTドコモ

川崎重工業株式会社

中部電力株式会社

株式会社豊田自動織機

東海旅客鉄道株式会社

日産自動車株式会社

西日本旅客鉄道株式会社

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

京セラ株式会社

九州電力株式会社

株式会社小松製作所

株式会社東芝

ＴＯＴＯ株式会社

日本電気株式会社

株式会社日立システムズ

本田技研工業株式会社

株式会社村田製作所

株式会社リコー

旭硝子株式会社

アイシン精機株式会社

株式会社エクセディ

株式会社クボタ

株式会社神戸製鋼所

コベルコシステム株式会社

積水ハウス株式会社

東レ株式会社

株式会社ＬＩＸＩＬ

トヨタ車体株式会社

東ソー株式会社

ＤＩＣ株式会社

株式会社デンソー

ニッセイ情報テクノロジー株式会社

ニチユ三菱フォークリフト株式会社

株式会社日立メディコ

ブラザー工業株式会社

株式会社マキタ

ヤンマー株式会社

ＹＫＫ　ＡＰ株式会社

10

10

9

9

8

8

7

7

7

6

6

5

5

5

5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3
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■地区別内定状況（人）

●東北　
青　森………
岩　手………
宮　城………
秋　田………
山　形………
福　島………

●関東　
茨　城

栃　木

群　馬

埼　玉

千　葉

東　京

神奈川

●中部　
山　梨………
長　野………
岐　阜………
静　岡………
愛　知………
三　重………

●北陸　
新　潟………
富　山………
石　川………
福　井………

●近畿　
滋　賀………
京　都………
大　阪………
兵　庫………
奈　良………
和歌山………

●四国　
徳　島………
香　川………
愛　媛………
高　知………

●中国　
鳥　取………
島　根………
岡　山………
広　島………
山　口………

●九州　
福　岡………
佐　賀………
長　崎………
熊　本………
大　分………
宮　崎………
鹿児島………
沖　縄………

2 
1 
6 
1 
1 
2 

…………

…………

…………

…………

………… 

……

…………

2 

5 

8 

11 

30 

1,956 

55 

52 
356 

1,001 
158 
46 
16 

67 
7 
3 
9 
10 
1 
6 
0 

●その他　
海　外……
その他……

9 
36 

6 
7 
27 
29 
14 

8 
19 
15 
7 

8 
28 
14 
11 

6 
18 
22 
50 
225 
39 

北海道
32

東北
13

関東
2,067

北陸
61

近畿
1,629

中国
83

四国
49

九州
103

マスコミ・情報通信 公共・その他金融流通メーカー 教育・学習支援 サービス

■業種別内定状況

【文科系学部・研究科 男子】 【文科系学部・研究科 女子】 【理工系学部・研究科】（人） （人）（人）

中部
360

556
(27.4%)

238
(11.8%)

456
(22.5%)

174
(8.6%) 34

(1.7%)

229
(11.3%)

338
(16.7%)

249
(15.5%)

178
(11.0%)

510
(31.7%)

123
(7.6%) 59

(3.7%)

240
(14.9%)

252
(15.6%)

444
(55.1%)

42
(5.2%) 37

(4.6%)

140
(17.4%)

12
(1.5%)

56
(6.9%)

75
(9.3%)

中企業

■従業員規模別内定状況

（注）巨大企業＝従業員5,000人以上　
　　　大企業A＝1,000人以上
　　　大企業B＝500人以上
　　　中企業＝100人以上　
　　　小企業＝100人未満

※各種学校、非営利団体、宗教法人、医療・保健、
　介護事業、公務員などの業種は全てその他に
　含まれます。

大企業A巨大企業

小企業 その他

大企業B

【文科系学部・研究科 男子】
（人）

【文科系学部・研究科 女子】
（人）

※データは2013年度確定数

441
(21.8%)

653
(32.2%)

166
(8.2%)

366
(18.1%)

314
(15.5%)

85
(4.2%)

427
(26.5%)

420
(26.1%)162

(10.1%)

234
(14.5%)

91
(5.6%)

277
(17.2%)

【理工系学部・研究科】（人）

289
(35.9%)

246
(30.5%)

72
(8.9%)

117
(14.5%)

27(3.4%)
55(6.8%)

　
（注1）インターンシップ
インターンシップは、学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を行うことです。本学では正課科目「キャリア形成とインターンシップ」を開講し
ています。学生が大学で学んだ社会の諸課題と、その問題解決に向けての考え方、専門知識・理論との統合をはかり、その経験を通じて、より高い学習意欲を喚起していま
す。同時に、仕事、職業に対する興味・関心を高め、自らの適性や適職を考える大きな契機となることを願っています。その他にも企業主導型（公募制）のインターンシップ
もあり、キャリア支援システム「e-career」（https://career.doshisha.ac.jp/）でその一部を紹介していますので参考にしてください。

　毎日が新鮮な出来事で溢れていて、自分が知り得
なかった世界にどんどん踏み入っていく感覚が楽
しかったです。全部で12日間あった実習ですが、あっ
という間でした。消極的な自分を積極的な自分に変
えていこうと思い参加したインターンシップでした
が、その目的も達成できたように思います。

　このインターンシップの経験は非常に有意義な
ものでした。今振り返ってみると、参加してよかった
という思いに満ちあふれています。実際に会社でイ
ンターンシップを行うことで、自分と社会人との違
いが明確にわかり、自分がまだ学生としての甘えが
あると深く感じることができました。また、この実習
の中で自分にいかに知識がなく、相手に伝える力が
欠如しているかわかったことも大きな成果です。

　自分がどのような職に就くようになったとしても、
大切なのはその環境の中で自分が何をするべきか何
ができるのか考え、実行に移していくことが重要だと
改めて気づくことができました。企業分析なども大事
ですが、それよりも今の時期に自分を見つめ直し成長
できる機会を、インターンシップ研修を通じて得るこ
とができたので、これからの就職活動を含め学生生
活に活かしていきたいと強く思うようになりました。

　今回の体験は絶対に無駄ではないと言い切れ
ます。いろんな体験ができたこともそうですが、
何よりいろいろな方と出会い、会話できたことが
貴重な経験となりました。普段話さないような
方と話すことで、その人の考え方に触れ、自分の
価値観を広げることができ、とてもよかったです。

　実習の経験を活かして、もう一度「自分は将来
何をしたいのか」、「どんな企業で働きたいのか」

「どのようなキャリアを歩むのか」ということを
考え直したいと思います。これらの問いに関し
て私は自分なりに考えてきたつもりでした。しか
し、今回のインターンシップで様々な経験をす
ることで、自分の将来に対する甘さを認識しま
した。

参 加 者 の 感 想
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教室マルチメディア環境整備

教室マルチメディア機器リプレース

会議室ＡＶ機器整備

ラーニング・コモンズ関連整備

ＡＶ教卓ＩＣカード化によるキーレス利用の実現

マルチメディアラウンジシステムリプレース

システムリプレースに伴うソフトウェア更新

新情報システム用ＶＤＡライセンス

ウィルス対策ソフト管理システム統合

教室ＰＣシステムリプレース

教室ＰＣ貸出ロッカー

2校地間移動無料シャトルバス増便

障がい学生就職支援

電子情報資源管理ツールの導入（図書館）

既存学部・大学院等の広報充実

京都力及び同志社を首都圏で発信する講座の実施

ＩＣカード発行管理システムサーバ移行

全学ネットワークシステムリプレース

ユーザ管理システムリプレース

公式webサイト改ざん検知の強化

教務システム構築

財務システム構築

就職システム更新

大型計算機システム改修業務委託

地域戦略広告

「志」コンテスト仙台

全国紙広報及び週刊東洋経済による情報発信

企画広報活動・管理運営

相互啓発による創造的学力カリキュラム
（社会学部・社会学研究科）

社会福祉教育・研究支援センター事業
（社会学部・社会学研究科）

企業法務プロフェッショナルの育成（法学部・法学研究科）

入学前課題実施（商学部・商学研究科）

高大連携教育プログラム実施（商学部・商学研究科）

ソーシャルイノベーターの養成（政策学部・総合政策科学研究科）

政策提案能力を養う理論と実践との交流教育事業
（政策学部・総合政策科学研究科）

教育・研修プログラムと地域公共人材大学連携事業
（政策学部・総合政策科学研究科）

文理融合型教育による課題解決能力の育成事業
（文化情報学部・文化情報学研究科）

語学力向上及びインターンシップの促進
（理工学部・理工学研究科事務室）

英語によるプレゼンテーション能力向上及び
海外インターンシップの促進（理工学部・理工学研究科事務室）

研究センター連携型オープンフィールド教育事業
（心理学部・心理学研究科）

司法研究科の教育支援
（アカデミック・アドバイザー制度充実、判例法令DB整備他）

京田辺キャンパス礼拝堂整備及び献堂記念講演会開催
（キリスト教文化センター）

ＰＢＬ推進支援センター事業

ＣＡＳＥＣ導入

先端的教育研究拠点の基盤整備

教育研究条件の充実

神学館　耐震改修工事（今出川）

継志館　プール天井改修工事（今出川）

継志館　中央監視盤更新工事（今出川）

啓明館　空調機器改修工事（今出川）

育真館　照明設備改修工事（今出川）

図書館　昇降機更新工事（今出川）

明徳館　段差解消用昇降機更新（今出川）

知真館1、2号館　トイレ改修工事（京田辺）

有徳館西館　冷暖房機更新工事（京田辺）

夜間照明工事（京田辺）

恵道館　冷暖房機更新工事（京田辺）

ＩＣ化に伴う出入管理整備工事（京田辺）

ＰＢＸ・幹線増設工事（京田辺）

知真館３号館　昇降機更新工事（京田辺）

リチャーズハウス　昇降機更新工事

建設事業

今出川キャンパス発掘調査出土遺物の整理作業

今出川校地トイレ改修

継志館濾過装置更新

頌真館サーバ室電源工事

非常用発電回線工事  

施設設備の整備及び維持管理

教育研究環境の整備 同志社ギャラリー運営業務委託

リブランディング事業

ペーパーレス会議システムの導入

新島渡航150周年記念事業

東京・福岡での入学試験実施、春期入学試験の実施（司法研究科）

2014年度大学予算について財務部 経理課

  学生生徒等納付金は、新設学部の年次進行に係る収納
があるものの、当初予算では新入生を入学定員通りで見
込んでいるため、前年度に対して5億5千万円減の312億6
千万円を計上しています。これ以外の収入については、確実
に収入が見込めるもののみを計上しているため（主な増減
理由は表1に注記）、帰属収入合計は387億2千万円となり、
前年度予算に対して16億8千万円の減収となっています。
  第2号基本金取崩額は研究装置の取得資金1億円のみ
計上しています。
  当期固定資産除却額17億円は、固定資産（機器備品）の
償却期間完了によるものです。
  特定支出準備金取崩額の内訳は、国際連携推進事業な
ど使途特定準備金の取崩額です。
  収入の部合計は407億7千万円となり、前年度予算に対し
て26億5千万円の減少となります。

  人件費は、新規採用による職員の増員等により、前年度
に対して1億5千万円増の201億8千万円を計上しています。
  事業費は、表1では教育研究経費（減価償却額を除く）、
管理経費（同左）、施設関係支出、設備関係支出及び予備
費に仕訳されていますが、全体では対前年度比3億2千万
円減の総額187億1千万円を計上しています（事業別予算
額は表2参照）。経常的経費については前年度予算を基準
として計上し、管理経費については一部の重点項目を除い
て極力節減を図っています。建設事業では、今出川校地に
おいて神学館耐震改修事業等、京田辺校地において複
合的研究施設及び宗教施設建設等があり、特別事業費
が1億9千万円増加しています。
  徴収不能引当金繰入額 1億3千万円は、学費及び学資貸
付金の徴収不能見込額に対する引当金に繰り入れる額
です。

　繰入金4億円は、法人内諸学校への資金調達額などを
計上しています。
　第２号基本金組入額12億円は、大学教学施設設備整
備資金として理事会で承認された組入計画に基づくもの
です。
  支出の部合計は451億3千万円となり、前年度予算に対し
て11億4千万円の減少となります。

  収入の部合計から支出の部合計を差し引いた当年度消
費収支差額は、43億7千万円の消費支出超過となります。
消費支出準備金を取り崩すことにより、最終的には42億6
千万円の消費支出超過となります。

（本文中の金額については1千万円未満を四捨五入しています）

　グローバル化や少子高齢化などわが国の社会構造が急速に変化する中、変化に適応する能力を有し、グローバル社会で活躍できる人物や地域社会の活性化を担

う人物の育成が大学に強く求められています。一方で、教育の質を保証するために国の政策は規制緩和から淘汰の時代へと転換されつつあり、私立大学の経営環境は

年々厳しさを増しています。本学はこれからも、財政基盤の安定化を図りながら、社会の動向や学生のニーズを的確に捉え、建学の精神に基づく特色ある教育研究を着

実に推進していかなければなりません。

　2014年度は、グローバルＭＢＡコースを発展・充実させた「ビジネス研究科グローバル経営研究専攻修士課程」を設置します。また、「リーディング・プログラム（ＧＲ

Ｍ）」の展開と合わせ、グローバルに活躍するリーダーの教育を実践していきます。「国際化拠点整備事業」は、補助事業期間終了後も予算措置を継続し、「グローバル人

材育成推進事業」は、学部の協力を得ながら引き続き推進していきます。

　2014年度予算では、インフラ系情報システムのリプレースや、京田辺校地では、宗教教育施設や学習支援環境の充実に向けた取り組みを実施します。課外活動支援で

は、2校地間バスの増便や体育施設の夜間照明設備整備を行い、学生の利便性を高めます。また、広報活動の一層の強化や社会との連携の深化、迅速な企画力の向上

などにも努めます。その一方で、経常的経費については、引き続き抑制に努め、既存の施設設備の整備は、特に緊急性の高い事業を優先的に計上します。また、将来の整備

事業に充当する第2号基本金を計画通り組み入れます。以上の方針のもと、計画性を重視して限られた財源を効率的に配分することを大原則に予算を編成しています。

収入の部 支出の部

収支差額の部
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借入金等収入、繰出金
0.8%(3億円)

固定資産除却額
4.2%(17億円)

手数料
4.2%(17億円)

寄付金 
0.5%(2億円)

補助金 8.4%
(34億円)

その他の収入
4.3%(18億円)

基本金取崩
準備金取崩
0.8%(3億円)

減価償却額
9.2%(42億円)

基本金組入
準備金繰入
3.0%(13億円)

財務費
1.6%(7億円)

予　　算

予　　算

予　　算

事　　業　　費　　内　　訳

8,621,600
1,899,700
114,550
774,110
1,304,450
1,491,050
516,180
993,050
613,490
915,020
1,454,520
833,410
519,780
101,330
763,330
1,987,950
1,217,680
774,760
590,720
184,040
3,296,710

0
350,010
240,000

18,706,560

財 　 務 　 費 　 内 　 訳

事　業　項　目

事　業　項　目

事　業　項　目

事　業　項　目

予　　算

基 本 金 ・ 準 備 金 内 訳

事　業　別　予　算　総　括　表

第2号基本金組入額

第3号基本金組入額

第4号基本金組入額
翌年度基本金組入額繰延額

前 期 末 未 払 金

特定支出準備金繰入額

基本金・準備金小計

■収支構成図

■事業別予算書（表2）

支　　出　　の　　部

収　支　差　額　の　部
科　　　　　目 予　　　　算

科　　　　　目

(            　　　 　)(            　　　 　)

予　　　　算 前年度予算 増　　　　　減 主　　な　　増　　減　　理　　由　　

(                           )
(                           )
(                           )
(                           )
(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )
(                           )

(                           )

(                           )
(                           )
(                           )
(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )
(                           )

[                           ]

(                           )
(                           )

(                           )
(                           )
(                           )
[                           ]

[                            ]

（単位：千円）

前年度予算

■2014年度収支予算書（表1）

収　　入　　の　　部

支　　出　　の　　部

収　支　差　額　の　部
科　　　　　目 増　　減予　　　算

科　　　　　目

当 年 度 消 費 収 支 差 額
消 費 支 出 準 備 金 繰 入 額
消 費 支 出 準 備 金 取 崩 額
繰入取崩後消費収支差額
前年度繰越消費収支差額
翌年度繰越消費収支差額

(            　　)

(            　　)

［           　　］

(            　　)

(            　　)

［           　　］

(            　　　)

(            　　　)

［           　　　］

［           　　　］

(            　　　)

(            　　　)

［           　　　］

［           　　　］

(            　　)

(            　　)

［           　　］

(            　　)

(            　　)

［           　　］

(            　　)

(            　　)

［           　　］

(            　　)

(            　　)

［           　　］

予　　　算 前年度予算 増　　　減

科　　　　　目 予　　　算 前年度予算 増　　　減

（単位：千円）

31,818,150

1,732,200

244,220

4,140,430

548,380

0

623,900

845,680

332,820

119,320

40,405,100

100,000

2,764,720

0

60,300

2,925,020

83,340

43,413,460

△ 553,390

0

△ 58,520

△ 697,490

△ 56,340

0

△ 268,500

△ 99,680

10,610

41,360

△ 1,681,950

20,000

△ 1,044,320

0

△ 60,300

△ 1,084,620

119,120

△ 2,647,450

前年度予算

2014年4月1日から2015年3月31日まで

△ 4,367,690

0

107,360

△ 4,260,330

△ 34,947,370

△ 39,207,700

△ 2,862,400

0

2,179,170

△ 683,230

△ 34,264,140

△ 34,947,370

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 差 額
事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金
分 担 金
帰 属 収 入 合 計
第２号基本金取崩額
当期固定資産除却額
借 入 金 等 収 入
当 期 末 未 払 金
基本金過年度組入額、未組入額計
特 定 支 出 準 備 金 取 崩 額
収 入 の 部 合 計

31,264,760

1,732,200

185,700

3,442,940

492,040

0

355,400

746,000

343,430

160,680

38,723,150

120,000

1,720,400

0

0

1,840,400

202,460

40,766,010

新入生について入学定員通り計上

入学検定料等

寄付教育研究プロジェクト研究活動あて寄付金等、収納が確実なもののみ計上

経常費補助金、国際化拠点整備事業費補助金等、収納が確実なもののみ計上

企業からの研究受託に係る受託事業収入等、収納が確実なもののみ計上

退職金財団交付金収入等、収納が確実なもののみ計上

法人内諸学校からの資金調達額の返済額等

法人内諸学校からの法人業務に係る分担金

研究装置の取得資金に充当

2004年度取得固定資産の一括除却等

国際連携推進事業に係る準備金の取崩額等

人 件 費
教 育 研 究 経 費
　 消 耗 品 費 他
　 減 価 償 却 額
管 理 経 費
　 消 耗 品 費 他
　 減 価 償 却 額
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額
徴収不能引当金繰入額
繰 入 金
予 備 費
消 費 支 出 合 計
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
前 期 末 未 払 金
第２号基本金組入額
第３号基本金組入額
第４号基本金組入額
基本金要組入額、当年度組入額計
特 定 支 出 準 備 金 繰 入 額
支 出 の 部 合 計

20,030,050

16,250,840

12,295,990

3,954,850

1,634,210

1,462,410

171,800

7,390

147,270

152,020

675,020

120,000

39,016,800

2,718,470

2,428,370

206,080

91,400

1,200,000

235,000

160,900

7,040,220

218,840

46,275,860

20,182,500

16,730,400

12,727,330

4,003,070

1,614,180

1,444,310

169,870

4,440

7,470

132,830

435,040

240,000

39,346,860

3,037,290

1,257,630

143,870

55,090

1,200,000

0

40,400

5,734,280

52,560

45,133,700

152,450

479,560

431,340

48,220

△ 20,030

△ 18,100

△ 1,930

△ 2,950

△ 139,800

△ 19,190

△ 239,980

120,000

330,060

318,820

△ 1,170,740

△ 62,210

△ 36,310

0

△ 235,000

△ 120,500

△ 1,305,940

△ 166,280

△ 1,142,160

新規採用による職員の増員等

主な新規事業参照

主な新規事業参照

借入金残高の減少

法人内諸学校への資金調達等

経理規程（経常勘定における帰属収入の7／1000以上を計上）に基づく

主な新規事業参照

主な新規事業参照

計画に基づき大学教学施設設備整備資金の組入額を計上

学校法人会計基準に定める「恒常的に保持すべき資金の額」との差額を組入

人 件 費
事 業 費
基 本 金 ・ 準 備 金 
財 務 費 
減 価 償 却 額 
支 出 の 部 合 計 

教 育 研 究 費 
研 　 究 　 費
研 究 所 経 費
実 験 実 習 費
教 育 研 究 援 助 費
情報処理教育研究費
学術情報整備充実費
国 際 交 流 関 係 費
入 学 試 験 経 費
教 学 事 務 運 営 費
学 生 経 費 
奨 学 援 助 費
学 生 生 活 助 育 費
学 寮 費
施設・設備整備充実費
施設・設備維持管理費
維 持 運 営 費
一 般 管 理 費 
一 般 管 理 費
教職員福利厚生費
特 別 事 業 費
新設学部・研究科関連経費
法 人 経 費 
予 備 費 
事 業 費 小 計 

借入金等返済支出
借入金等利息支出
資 産 処 分 差 額 
徴収不能引当金繰入額 
繰 入 金
財 務 費 小 計 

主 な 内 訳 ま た は 増 減 理 由

主 な 内 訳 ま た は 増 減 理 由

事業費内訳

学生経費
7.8%(15億円)

施設・設備整備充実費
4.1%(8億円)

施設・設備維持管理費
10.6%(20億円)

維持運営費
6.5%(12億円)

一般管理費
4.1%(8億円)

特別事業費
17.6%
(33億円)

予備費
1.3%(2億円)

法人経費
1.9%(3億円)

収入の部 支出の部

収入の部合計  407億円 （うち帰属収入  387億円） 支出の部合計  451億円 （うち消費支出　393億円） 事業費内訳計  187億円（うち教育研究費　86億円）

■収支構成図

教育研究費
46.1%
(86億円)

人件費
44.8%
(202億円)

事業費
41.4%
(187億円)

[                           ]

20,182,500
18,706,560
1,348,050
723,650
4,172,940
45,133,700

1,200,000
0

40,400
0

55,090
52,560

1,348,050

143,870
4,440
7,470

132,830
435,040
723,650

学生生徒等納付金
76.8%
(313億円)
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キ ャ ン パ ス ニ ュ ー ス
  

新
入
学
生
歓
迎
特
別
講
演
会

宮
本
慎
也
氏（
野
球
解
説
者
）

球
道
即
人
道

～
野
球
か
ら
学
ん
だ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
～

  

新
入
学
生
歓
迎
特
別
講
演
会

林
修
氏（
東
進
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
東
進

衛
星
予
備
校
・
現
代
文
講
師 

）

大
学
生
に「
今
」伝
え
た
い
こ
と

  

脳
科
学
研
究
科
公
開
講
演
会
開
催

神
経
難
病
の
克
服
に
向
け
て

ー
神
経
疾
患
研
究
の
現
在
と

治
療
、創
薬

　
こ
の
講
演
会
は
、新
入
学
生
に
ス
ポ
ー
ツ
や
芸

術
、文
化
等
の
様
々
な
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
を
さ

れ
て
い
る
人
物
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、今
後
の

学
生
生
活
を
自
分
ら
し
く
有
意
義
に
送
る
き
っ
か

け
作
り
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
４
月
14
日
寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

で
、『
球
道
即
人
道
～
野
球
か
ら
学
ん
だ
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
～
』と
い
う
演
題
で
、本
学
商
学
部
卒
業
生

の
野
球
解
説
者
宮
本
慎
也
さ
ん
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。宮
本
さ
ん
は
、大
学
２
年
次
生
の
秋
に

大
学
日
本
一
に
輝
か
れ
た
後
、プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
を

経
て
、1
9
9
4
年
に
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
入

団
。ス
ワ
ロ
ー
ズ
で
は
19
年
間
プ
レ
ー
を
さ
れ
、41

歳
５
か
月
の
最
年
長
記
録
で
プ
ロ
通
算
2,
0
0
0

本
安
打
を
達
成
し
名
球
会
入
り
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
に
現
役
引
退
後
は
、野
球
解
説
者
と

し
て
、テ
レ
ビ
、新
聞
な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
自
分
の
野
球
人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
、多

く
の
指
導
者
や
先
輩
な
ど
の
叱
咤
激
励
に
よ
り
、

成
長
さ
せ
て
も
ら
っ

た
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

P
L 

学
園
高
校
で
は
、

中
村
順
司
監
督
に
宮

本
さ
ん
の
座
右
の
銘

　
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
広
ま
っ
た「
い
つ
や
る
の
？
」「
今

で
し
ょ
！
」の
フ
レ
ー
ズ
に
よ
っ
て
昨
年
度
の
ユ
ー

キ
ャ
ン
新
語
・
流
行
語
大
賞
を
受
賞
し
た
東
進
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
講
師
、林
修
さ
ん
の
講
演
会（
学
生
支

援
課
主
催
）を
４
月
17
日
、京
田
辺
校
地
ハ
ロ
ー

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。千
人
以
上
が
押
し

か
け
入
場
制
限
さ
れ
る
中
、何
と
か
入
場
で
き
た

約
六
百
人
の
学
生
た
ち
を
前
に
、林
さ
ん
は
笑
い

を
交
え
な
が
ら
熱
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

で
あ
る「
球
道
即
人
道
」の
精
神
、す
な
わ
ち
、日
常

生
活
が
野
球
の
プ
レ
ー
に
直
結
す
る
か
ら
、日
常

生
活
を
き
っ
ち
り
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、同

志
社
大
学
時
代
に
は
、野
球
の
う
ま
く
な
い
部
員

が
大
学
野
球
で
の
た
っ
た
一
打
席
、た
っ
た
一
球
の

た
め
に
必
死
に
な
っ
て
練
習
し
て
い
る
姿
に
感
銘

を
受
け
た
こ
と
、そ
し
て
、ヤ
ク
ル
ト
の
野
村
克
也

監
督
に「
言
い
訳
は
進
歩
の
敵
」と
教
え
ら
れ
た
こ

と
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
5
0
0
人
の
来
場
者
が
あ
り
、「
人
生

の
価
値
観
が
変
わ
っ
た
」「
宮
本
さ
ん
の
人
間
性
を

見
習
い
、気
配
り
が
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
」な

ど
の
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、盛
況
の
う
ち
に
講

演
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

（
今
出
川
校
地
学
生
支
援
課
）

　
講
演
は
、
社
会

人
と
学
生
の
違
い

か
ら
始
ま
り
、社
会

で
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
そ
の
養
い
方
、今
必
要
な
も
の
と
要
ら
な
い

も
の
、今
の
う
ち
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
、そ
し
て
自
分

流
に
独
自
の
も
の
を
身
に
付
け
る
、と
い
う
こ
と

な
ど
が
例
え
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ

ま
し
た
。特
に
、現
代
の
生
活（
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
無

料
ゲ
ー
ム
、友
達
と
の
関
わ
り
方
な
ど
）が
ど
れ
だ

け
時
間
を
無
駄
に
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
中

心
に
、今
、学
生
と
い
う
責
任
を
問
わ
れ
な
い
時
間

が
如
何
に
貴
重
か
を
、新
入
学
生
世
代
を
よ
く
知

る
林
さ
ん
な
ら
で
は
の
言
葉
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
途
中
退
席
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ほ
ど
学
生
た

ち
を
夢
中
に
さ
せ
た
林
さ
ん
の
講
演
。最
後
に
は

「
意
志
を
持
ち
、目
標
を
高
く
持
つ
こ
と
。今
と
い

う
、お
金
に
は
代
え
ら
れ
な
い
時
間
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
学
生
た
ち
に

送
ら
れ
ま
し
た
。

（
京
田
辺
校
地
学
生
支
援
課
）

町
、（
公
財
）関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
推
進
機
構
の

各
団
体
か
ら
の
後
援
に
よ
る
脳
科
学
研
究
科
公
開

講
演
会「
神
経
難
病
の
克
服
に
向
け
て

－

神
経
疾

患
研
究
の
現
在
と
治
療
、創
薬
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
を
は
じ
め
と
す
る
神
経
疾
患
の
患
者
は

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
る
日
本
に
お
い
て
、増

加
し
て
い
ま
す
が
、発
症
原
因
に
つ
い
て
は
よ
く

分
か
っ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
す
。よ
り
良
い
治
療

法
の
開
発
に
社
会
の
期
待
が
高
ま
る
中
、本
講
演

会
で
は
、い
わ
ゆ
る
神
経
変
性
疾
患
の
う
ち
、ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
等
に
つ
い
て
、

現
在
の
研
究
と
そ
の
治
療
方
策
や
創
薬
へ
の
展
望

に
つ
い
て
、一
般
向
け
に
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
講
演
会
で
は
御
園
生
裕
明
脳
科
学
研
究
科
教
授

か
ら
の
研
究
科
紹
介
、渡

辺
好
章
副
学
長
・
脳
科
学

研
究
科
長
か
ら
の
挨
拶
の

後
、学
外
か
ら
の
招
へ
い

者
を
含
め
た
３
人
の
講
師

が
そ
れ
ぞ
れ
、「
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
治
療
の
２
つ
の

方
向
」（
井
原
康
夫
脳
科

学
研
究
科
教
授
）、「
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病

－

病
態
解
明

の
試
み

－

」（
藤
山
文
乃
脳

科
学
研
究
科
教
授
）、「
ゲ

ノ
ム
か
ら
神
経
変
性
疾
患

を
読
み
解
く

－

分
子
病

態
機
序
の
解
明
か
ら
根

　
3
月
29
日
、京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
恵
道
館
で
、脳

科
学
研
究
科
主
催
、京
田
辺
市
、木
津
川
市
、精
華
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文
化
系
公
認
団
体
表
彰
式

 

体
育
会
表
彰
式

　
３
月
14
日
、寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、

「
2
0
1
3
年
度
文
化
系
公
認
団
体
」の
表
彰
式

を
開
催
し
ま
し

た
。今
年
度
に
全

国
規
模
の
大
会

等
で
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
活
躍
を
み

せ
た
団
体
は
も

ち
ろ
ん
、社
会
貢

献
性
の
高
い
活

動
を
行
っ
た
団

体
、学
生
ら
し
い

創
意
工
夫
が
見

ら
れ
た
団
体
が

対
象
と
な
り
、今

回
は
以
下
の
15

団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、今
年
か

ら
新
た
な
取
り

　
３
月
８
日
、2
0
1
3
年
度
体
育
会
表
彰
式
を

同
志
社
礼
拝
堂
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
式
は
、世
界
規
模
の
大
会
、全
国
規
模

の
大
会
、西
日
本
規
模
の
大
会
等
に
お
い
て
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
体
育
会
所
属
の
部
や
個
人
の

功
績
を
称
え
て
表
彰
す
る
も
の
で
、大
学
と
体
育

会
本
部
が
共
催
し
て
い
ま
す
。

　
村
田
晃
嗣
学
長
の
式
辞
、大
谷
實
総
長
、続
い
て

濱
直
樹
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
会
長
か
ら
受

賞
者
を
讃
え
る
祝
辞
の
後
、最
優
秀
部
賞
を
は
じ

め
と
す
る
各
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
に
続
い
て
、体
育
会
委
員
長
に
よ
る
謝
辞
、

前
体
育
会
委
員
長
の
答
辞
、鈴
木
良
始
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
、最
後
に
出

席
者
一
同
に
よ
る
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
斉
唱
が
あ
り

式
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

●
最
優
秀
部
賞（
総
長
杯
）

・
ボ
ー
ド
セ
イ
リ
ン
グ
部
　
・
居
合
道
部

組
み
と
し
て
、当
日
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、そ
の
場
で
賞
を
決
定
す
る
方
式
に
な
り

ま
し
た
。プ
レ
ゼ
ン
の
出
来
に
よ
っ
て
評
価
が
変

わ
っ
て
く
る
た
め
、学
生
た
ち
は
日
頃
の
成
果
を

5
分
間
と
い
う
短
い
時
間
に
凝
縮
し
、非
常
に
緊

張
感
の
あ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、大
賞
に
輝
い
た
の
は
国
際
居
住
研
究
会

で
す
。海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
募
金
活
動
、小
中
学

生
へ
の
講
演
活
動
な
ど
を
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
印
象
的
に
伝
え

た
手
法
が
評
価
さ
れ
、初
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
機
械
研
究
会
、学
生
放

送
局
、書
道
部
の
3
ク
ラ
ブ
で
す
。機
械
研
究
会

は
第
11
回
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
総

合
３
位
・
コ
ス
ト
審
査
１
位
な
ど
が
評
価
さ
れ
て

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。学
生
放
送
局
は
第
30
回

N
H
K 

全
国
大
学
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、

人
々
の
感
情
が
連
鎖
し
て
い
く
様
を
訴
え
た
作

品
が
音
声
C
M 

部
門
１
位
を
受
賞
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。書
道
部
は

全
日
本
高
校
・
大
学
生
書
道
展
や
高
野
山
競
書
大

会
等
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
受
賞
し
ま
し
た
。

●
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
大
賞

・
国
際
居
住
研
究
会

●
優
秀
賞

・
機
械
研
究
会
　
・
学
生
放
送
局
　
・
書
道
部

●
優
良
賞

・
人
力
俥
友
之
会
　
・
F.
B.
I.

●
敢
闘
賞

・
交
響
楽
団
　
・
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
カ
ヌ
ー
部
　
・
ヨ
ッ
ト
部

●
最
優
秀
選
手
賞（
学
長
杯
）

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部  

森
本
紘
文
さ
ん（
経
済
学
部
）

石
川
海
洋
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
）

・
ボ
ー
ド
セ
イ
リ
ン
グ
部  

内
園
拓
也
さ
ん（
文
化

情
報
学
部
）  

堀
野
舞
歩
さ
ん（
文
学
部
）

・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部  

宇
山
賢
さ
ん（
商
学
部
）

・
ゴ
ル
フ
部  
坂
下
莉
翔
子
さ
ん（
社
会
学
部
）

・
居
合
道
部  

竹
薮
直
人
さ
ん（
理
工
学
部
）

・
自
転
車
競
技
部  

志
野
安
樹
さ
ん（
理
工
学
部
）

・
柔
道
部  

草
野
太
智
さ
ん（
経
済
学
部
）

・
カ
ヌ
ー
部  

坂
田
真
さ
ん（
商
学
部
）

・
空
手
道
部  

柏
岡
鈴
香
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
部
）  

大
野
ひ
か
る
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学

部
）  

國
米
櫻
さ
ん（
文
学
部
）  

東
海
志
保
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
）

・
弓
道
部  

弓
立
佳
奈
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
）

・
日
本
拳
法
部  

松
岡
里
帆
子
さ
ん（
商
学
部
）

・
ラ
グ
ビ
ー
部  

大
越
元
気
さ
ん（
商
学
部
）  

石
田

幹
太
さ
ん（
商
学
部
）  

末
永
健
雄
さ
ん（
社
会
学

部
）  

松
井
千
士
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
）

・
射
撃
部
　
綾
戸
真
美
さ
ん（
商
学
部
）

・
ヨ
ッ
ト
部
　
柳
林
俊
さ
ん（
社
会
学
部
）

　
そ
の
他
、優
秀
部
賞
、優
秀
選
手
賞
、奨
励
賞
、

新
人
賞
、同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
功
労
賞
が

そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。（

ス
ポ
ー
ツ
支
援
課
）

本
的
治
療
へ

－

」（
　
省
次
東
京
大
学
医
学
部
教

授
）の
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
い
、最
後
に
、聴
衆
か
ら

の
質
疑
応
答
を
行
っ
て
、ま
と
め
と
し
ま
し
た
。

　
事
前
申
込
制
で
か
つ
年
度
末
の
慌
た
だ
し
い
時

期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、当
日
は
1
5
0
人
も
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。質
疑
応
答
で
も
何
人
も
の

聴
衆
か
ら
熱
心
な
質
問
が
あ
り
、講
師
と
の
間
で

積
極
的
な
や
り
取
り
が
な
さ
れ
る
な
ど
、充
実
し

た
講
演
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
脳
科
学
研
究
科
）
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今 回 の 同 志 社 人

オムロン パーソネル株式会社　代表取締役社長

中道教顕さんに聞く

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

小
野 

麻
由
香 

さ
ん

【
法
学
部
法
律
学
科 

3
年
次
生
】

小
野
●
私
と
同
じ
同
志
社
大
学
法
学
部
を
卒
業

後
、オ
ム
ロ
ン
に
入
社
さ
れ
て
長
く
人
事
関
連

の
業
務
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、人
を
対

象
に
し
た
お
仕
事
の
難
し
さ
や
楽
し
さ
は
ど
ん

な
点
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
道
●
ヒ
ト
は
他
の
経
営
資
源
で
あ
る
モ
ノ
や

カ
ネ
と
違
い
、感
情
に
よ
っ
て
持
て
る
能
力
を
大

き
く
も
す
れ
ば
小
さ
く
も
し
ま
す
。し
か
も
そ
の

能
力
は
経
験
や
教
育
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。い

か
に
そ
れ
を
大
き
く
し
て
い
き
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
最
大
限
発
揮
し
て
も
ら
う
か
。人
事
制
度
や

職
場
の
風
土
形
成
、組
織
体
制
づ
く
り
、人
の
配

置
、健
康
管
理
な
ど
様
々
な
施
策
に
よ
っ
て
、各

職
場
に
お
け
る
人
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
側
面
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
、人
事
の

仕
事
の
難
し
さ
も
面
白
さ
も
あ
り
ま
す
。

小
野
●
中
道
さ
ん
は
海
外
の
勤
務
も
長
く
担
当

さ
れ
て
い
ま
す
。海
外
で
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
し
て
い

く
上
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
か
。

中
道
●
私
は
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
地
域
本
社

の
ト
ッ
プ
と
し
て
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
４
年
い
ま

し
た
。ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
地
域
に
は
９
カ

国
、22
社
の
オ
ム
ロ
ン
グ
ル
ー
プ
の
現
地
法
人
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
の
会
社
を
管
理
・
統
括
し
、

本
社
機
能
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
役
割

で
、私
は
月
の
３
分
の
１
か
ら
半
分
は
エ
リ
ア
内

の
国
々
を
巡
回
す
る
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。こ

の
地
域
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
よ

う
な
先
進
国
も
あ
れ
ば
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
タ

イ
の
よ
う
に
成
長
著
し
い
国
と
そ
の
他
の
新
興

国
が
混
在
し
て
お
り
、経
済
成
長
の
度
合
い
が

か
な
り
異
な
り
ま
す
。ま
た
、キ
リ
ス
ト
教
に
仏

教
、ヒ
ン
ズ
ー
教
、イ
ス
ラ
ム
教
と
多
様
な
宗
教

を
持
っ
て
い
て
、生
活
文
化
も
違
い
ま
す
。で
す

か
ら
、グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
共
通
施
策
を
展
開

す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、そ
の
国
の

実
情
に
合
わ
せ
て
、現
地
の
人
た
ち
が
理
解
し

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
、

何
よ
り
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

小
野
●
そ
れ
に
は
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。

中
道
●
基
本
的
に
は
そ
の
国
の
人
々
の
中
へ
入

同志社人
訪問

中道 教
の り

顕
あ き

さん

【1982年 法学部法律学科卒業】

1959年生まれ、静岡県出身。1982年立石電機株式会
社（現オムロン株式会社）入社。2004年人財マネジメン
ト室人事勤労部長、2007年経営資源革新本部人財
センター労政部長。2009年オムロンマネジメントセン
ターオブアジアパシフィック社長を経て、2013年、人材
派遣、転職支援などを行う、オムロングループの総合人

材サービス会社、オムロン パーソネル株式会社代
表取締役社長に就任し、現在に至る。

の り 　 あ き

木
を
組
み
合
わ
せ
て
絵
に
し
た

「
ガ
ネ
ッ
シ
ュ（
象
の
神
様
）」。イ
ン
ド
を
去
る
時
、

子
会
社
の
社
員
が
友
情
の
印
と
し
て
贈
っ
て
く
れ
た
。
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り
込
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
会
社
の
経
営

者
、各
部
署
の
担
当
者
と
話
し
込
み
、向
こ
う
の

実
情
を
理
解
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
い
と
前

に
は
進
み
ま
せ
ん
。基
本
は
人
対
人
で
す
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
う
ま
く
取
る

か
で
、も
の
ご
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
か
、滞
る

か
、迂
回
し
て
し
ま
う
か
、大
き
く
変
わ
っ
て
き

ま
す
。そ
こ
で
私
が
心
構
え
と
し
て
ず
っ
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
の
は「
オ
ー
プ
ン
マ
イ

ン
ド
」と「
リ
ス
ペ
ク
ト
」な
の
で
す
。ま
ず
心
を

開
い
て
全
て
を
受
け
入
れ
る
、そ
し
て
そ
の
国

の
文
化
、歴
史
、生
活
習
慣
に
関
心
を
持
ち
、相

手
を
尊
敬
す
る
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
自
然
と
相
手
の
心
も
開
き
、建
設

的
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。私
は
英

語
が
苦
手
な
の
で
す
が
、何
と
か
や
れ
た
の
は

「
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
」と「
リ
ス
ペ
ク
ト
」を
大

事
に
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

小
野
●
そ
ん
な
海
外
で
の
経
験
か

ら
、現
在
の
会
社
の
お
仕
事
に
役

立
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
道
●
海
外
の
経
験
が
直
接
今
の

事
業
に
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、ア
ジ
ア
の
国
々

で
は
今
、共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」な
の
で
す
。新
興

国
が
多
い
の
で
、自
分
た
ち
で
道

を
切
り
開
い
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
。私
が
行
っ
た
時
も
、実
は
地

域
本
社
と
い
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
実

体
が
な
く
、全
て
の
機
能
を
一
か

ら
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
こ

か
ら
自
ら
挑
戦
し
て
い
く
と
い
う

マ
イ
ン
ド
が
養
わ
れ
ま
し
た
。オ

ム
ロ
ン
グ
ル
ー
プ
で
は
、現
在
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
展
開
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
当

社
で
は
、社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
に
若
年
層
の
就
労
支
援
が
あ
り
ま
す
。

京
都
府
や
滋
賀
県
か
ら
受
託
し
て
、ニ
ー
ト
と

呼
ば
れ
る
人
や
就
職
に
自
信
を
無
く
し
た
人
な

ど
を
集
め
て
教
育
指
導
を
し
、中
小
企
業
な
ど

に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
就
職
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
労
働
人
口
は
確
実
に
減
っ

て
い
き
ま
す
。す
で
に
介
護
士
、看
護
師
な
ど
の

人
手
不
足
が
如
実
に
現
れ
て
い
ま
す
。他
方
で

女
性
、高
齢
者
、若
年
者
、障
が
い
者
、外
国
人
な

ど
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え

る
人
た
ち
は
潜
在
的
な
求
職
者
な
の
で
す
。こ

れ
ら
の
人
た
ち
を
人
手
不
足
と
い
わ
れ
る
と
こ

ろ
と
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
れ
ば
、大
変
大

き
な
社
会
貢
献
に
な
る
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
そ

う
い
う
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

小
野
●
大
学
時
代
の
こ
と
を
お
聞
き
し
た
い
の

で
す
が
、在
学
中
に
は
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組

ま
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

中
道
●
吟
道
部
と
い
う
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
ま

し
た
。漢
詩
な
ど
を
吟
じ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。３
年

次
生
の
時
に
は
部
員
が
40
人
も
い
て
、関
西
の

学
生
詩
吟
連
盟
に
加
盟
し
て
い
た
20
数
校
の
中

で
は
最
大
の
ク
ラ
ブ
で
し
た
。活
動
は
体
育
会

系
、応
援
団
の
類
に
近
く
、発
表
会
で
は
学
生
服

が
必
須
で
す
。毎
日
昼
休
み
に
御
所
で
練
習
し
、

欠
席
は
許
さ
れ
な
い
。上
下
の
つ
な
が
り
、人
間

関
係
の
濃
密
な
部
で
し
た
。と
こ
ろ
が
京
田
辺

と
今
出
川
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
分
か
れ
た
こ
と
で
、

結
局
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。残
念
な
が
ら
、私
が
卒
業
し
て
10
年
も

た
た
ず
に
廃
部
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
野
●
そ
の
頃
の
強
固
な
つ
な
が
り
は
今
に
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

中
道
●
３
年
次
生
の
時
に
主
将
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、主
将
と
い
っ
て
も
特
に
権
限
が
あ
る
わ
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中道 教顕さんに聞くオムロン パーソネル株式会社　代表取締役社長

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。同
期
が
12
人
い
て
、彼
ら

が
後
輩
や
他
大
学
の
学
生
た
ち
の
前
で
主
将
と

し
て
立
て
て
く
れ
る
か
ら
、部
と
し
て
ま
と
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。そ
れ
に
は
渉
外
、

指
導
、企
画
、総
務
と
い
っ
た
他
の
役
職
を
担
当

す
る
同
期
の
意
見
を
最
大
限
尊
重
し
、み
ん
な

で
協
力
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。主
将

が
強
権
で
引
っ
張
る
の
で
は
な
く
、12
人
全
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
責
任
を
持
っ
て
組
織
を
構

成
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。私
の
人
事
の

考
え
方
の
原
点
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。仕
事
で

い
え
ば
、管
理
職（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）と
リ
ー
ダ
ー

の
根
本
的
な
相
違
点
が
そ
れ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。例
え
ば
、海
外
の
子
会
社
の
問
題
に
つ
い
て

は
、そ
こ
の
ト
ッ
プ（
社
長
）の
現
地
に
精
通
し
た

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
意
見
を
最
大

限
尊
重
し
な
が
ら
、最
終
的
な
判
断
を
下
す
。こ

れ
も
リ
ス
ペ
ク
ト
で
す
。こ
の
考
え
方
が
吟
道
部

の
活
動
の
中
か
ら
、信
念
と
し
て
強
く
心
の
中
に

刻
み
込
ま
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

小
野
●
そ
れ
で
は
最
後
に
現
役
の
学
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
道
●
新
島
襄
の「
寒
梅
」と
い
う
漢
詩
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。吟
道
部
時
代
に
は
こ
れ
を
部

詩
に
し
て
、毎
日
練
習
を
始
め
る
前
に
全
員
で

号
吟
し
て
い
ま
し
た
。

　『
庭
上
一
寒
梅
　
笑
侵
風
雪
開
　
不
争
又
不

力
　
自
占
百
花
魁
』〈
早
春
の
庭
に
寒
梅
が
１
本

あ
る
。厳
し
い
風
や
雪
に
耐
え
て
、美
し
い
花
を

咲
か
せ
て
い
る
。別
に
他
と
争
う
わ
け
で
も
な

く
、ま
た
努
力
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、ご
く

自
然
に
多
く
の
花
の
先
駆
け
と
な
っ
て
い
る
〉

　
新
島
襄
が
同
志
社
を
設
立
す
る
ま
で
の
道

程
は
、並
大
抵
の
苦
労
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。パ
イ
オ
ニ
ア
だ
っ
た
新
島
襄
と
い
う
１
人

の
人
間
を
見
た
時
、「
寒
梅
」の
詩
の
意
味
が
と

て
も
深
く
心
に
響
き
ま
す
。新
島
襄
の
こ
の
詩

の
裏
に
秘
め
た
思
い
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
の
で

す
。迫
害
、抵
抗
を
受
け
て
辛
い
思
い
を
し
な
が

ら
も
、新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
。何
事
も
初
め

て
や
る
こ
と
に
は
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
し
、勇

気
が
必
要
で
す
。し
か
し
、リ
ス
ク
テ
イ
ク
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、成
長
は
あ

り
ま
せ
ん
。チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
勇
気
は
若
者
の

特
権
で
す
。学
生
の
皆
さ
ん
は
心
身
と
も
に
若

い
わ
け
で
す
か
ら
、リ
ス
ク
を
取
っ
て
い
ろ
ん

な
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

小
野
●
私
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小野 麻由香さん　
法学部法律学科 3年次生

京都市生まれ。同志社女子中・高出身。
数学が好きで最初は理系志望だった
が、法学を勉強したいと文系に転向。現
在、バレーボールと国際交流のサークル
に在籍。労働法のゼミに在籍しており、
将来の進路はまだ何も決めていない
が、漠然と人事関連の仕事がしたいと
考えている。

勇気を出してチャレンジしないと、前には進めない。
　「オープンマインド」「リスペクト」それに「チャレンジ」、私にとってこれらの言葉が今回の対談

のキーワードです。国際交流のサークルでいろんな国の留学生と話していても、これまではあまり

意識することがありませんでしたが、きちんと相手に関心を持ちリスペクトしていくことが理解につ

ながるのだと思いました。今まで私もいろんなことにチャレンジしてきたつもりです。高校の文化

祭で運営を担当したこともあるし、アルバイトで塾の講師をしていて新しく入ってくる子の体験授

業を引き受けたりしています。これからも未体験のことに積極的にトライしてみようと思います。今

チャレンジしたいのは、社会労務士の資格を取ること。合格率がすごく低い難関ですが、挑戦しな

ければ前に進むことはできませんから。

I N T E R V I E W E R
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このシリーズは、毎号様々な分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。

級友の方々にとっては良き近況報告、学生の皆さんには将来のキャリア・プランと学生生活の現実を考える機会になれば幸いです。

 

前川 陽平さん  
 【2006年 文学部社会学科新聞学専攻卒業】
読売新聞大阪本社  編集局校閲部  記者

　校閲の仕事の内容は、実際に新聞社で働いている卒業生の人たちから
聞いて知った。旅行が好きで、全国を旅して回った時も、駅の名前の謂われ
やその土地の歴史的背景が気になって調べる。そんな知的好奇心の旺盛
さが、校閲の仕事には向いていると思った。「校閲部の人たちはみんなそれ
ぞれにマニアックな分野があって、そんな人たちと話しているとすごく勉強に
なります」。勤務のシフトは、朝刊を担当する時は夕方 6時から夜中の1時
半まで。夕刊がメインの今は朝9時に出社して夕方5時には終わる。仕事が
終わった後は、本を読んだり映画を観たり、自分の好きなことに使えるのが

うれしいと言う。「お酒を飲みに行って、違う業種のいろんな人たちと
話をしたり、そこで得たことがどこかで仕事に役立ってくるの

です」。人の文章が読めて、それで給料がもらえる、こんな
面白い仕事はなかなかない、と笑う。

地
道
な
作
業
の
積
み
重
ね
の
中
に
、

知
的
好
奇
心
へ
の
刺
激
が
あ
る
。

　
私
は
同
志
社
高
校
の
出
身
で
す
。高
校
時
代

は
、他
の
人
な
ら
ば
大
学
受
験
の
勉
強
に
費
や
す

時
間
を
、自
分
が
将
来
い
っ
た
い
何
を
な
す
べ
き

な
の
か
を
模
索
す
る
こ
と
に
使
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。例
え
ば
写
真
部
、演
劇
部
で
活
動
し
た

ほ
か
、興
味
が
あ
っ
た
社
会
現
象
や
政
治
経
済
に

関
係
す
る
本
を
読
む
時
間
も
持
つ
こ
と
が
で
き
、

知
識
も
深
ま
り
ま
し
た
。大
学
の
学
部
を
選
択
す

る
際
に
は
、法
学
部
政
治
学
科
か
文
学
部
の
新
聞

学
専
攻
か
で
迷
い
ま
し
た
が
、新
聞
学
を
選
ん
だ

の
は
、権
力
の
側
か
ら
社
会
を
見
る
の
か
、反
権

力
的
な
立
場
か
ら
社
会
を
捉
え
て
い
く
の
か
と

い
う
視
点
で
考
え
た
時
、後
者
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
学
び
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。私
は
、何
で

も
や
っ
て
み
て
自
分
の
目
で
確
か
め
、体
験
し
な

い
と
納
得
で
き
な
い
性
格
な
の
で
、大
学
時
代
は

と
に
か
く
い
ろ
ん
な
こ
と
に
首
を
突
っ
込
ん
で

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。演
劇
、写
真
、最
初
は
学

生
放
送
局
に
も
い
ま
し
た
し
、新
聞
を
作
る
サ
ー

ク
ル
で
も
活
動
し
て
い
ま
し
た
。と
に
か
く
が
む

し
ゃ
ら
に
過
ご
し
た
4
年
間
で
し
た
。

　
就
職
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
に
身
を

置
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、読
売
新
聞
を
受

け
ま
し
た
。新
聞
社
の
編
集
局
に
は
取
材
部
門
、

写
真
部
門
、編
成
部
門
、校
閲
部
門
の
4
つ
が
あ

り
、私
は
最
初
か
ら
校
閲
が
希
望
で
し
た
。記
事

の
内
容
の
正
誤
を
、自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
を

駆
使
し
、資
料
や
文
献
に
照
ら
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
い
う
の
は
、と
て
も
知
的
好
奇
心
を
刺
激
さ

れ
る
仕
事
で
す
。常
に
新
し
い
発
見
が
あ
り
、自

分
の
持
っ
て
い
る
も
の
、得
た
も
の
が
、仕
事
の

ど
こ
か
で
役
に
立
つ
。高
校
の
3
年
間
、大
学
の

4
年
間
で
い
ろ
ん
な
こ
と
に
関
わ
っ
て
き
た
経

験
や
蓄
え
た
知
識
が
生
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
の
で
す
。

　
校
閲
の
仕
事
は
間
違
い
を
見
つ
け
て
当
た
り

前
、見
逃
せ
ば
一
大
事
で
す
。あ
り
え
な
い
ミ
ス

と
い
う
も
の
が
往
々
に
し
て
あ
り
、失
敗
の
方
が

多
い
。落
と
し
穴
を
つ
ぶ
し
て
い
く
地
道
な
作
業

は
、驕
り
や
知
っ
て
い
る
と
い
う
慢
心
が
一
番
危

険
で
す
。ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス
が
ど
こ
に
潜
ん
で

い
る
か
分
か
ら
な
い
。写
真
の
取
り
違
え
、写
真

の
右
か
ら
2
人
目
と
い
う
説
明
が
実
は
3
人
目

だ
っ
た
り
、1
面
の
コ
ン
テ
ン
ツ
表
示
の
内
容
が

中
面
の
記
事
と
違
っ
て
い
た
り
、知
識
で
は
な
い

部
分
で
経
験
が
も
の
を
言
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
し
、失
敗
は
全

て
教
訓
に
な
り
ま
す
。決
し
て
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

が
当
た
る
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、新
聞
の
信

頼
性
を
支
え
て
い
る
と
い
う
自
負
は
持
っ
て
い

ま
す
。

　
私
が
マ
ス
コ
ミ
志
望
の
人
た
ち
に
言
え
る
こ

と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
こ
と
に
は
越
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、本
当
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

自
分
の
内
的
世
界
が
い
か
に
深
い
か
だ
と

思
う
の
で
す
。周
り
に
流
さ
れ
ず
、自
分

の
確
固
と
し
た
世
界
を
築
い
て
い
っ
て
ほ

し
い
。目
標
が
は
っ
き
り
定
ま
っ
て
い
な

い
な
ら
、と
に
か
く
失
敗
を
恐
れ
ず
、が
む

し
ゃ
ら
に
何
か
を
や
っ
て
み
る
こ
と
も
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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と
第62回

M Y  J O B , M Y  L I F E

小野田 真実さん  
 【2011年 社会学部メディア学科卒業】

武田薬品工業株式会社　名古屋支店
浜松営業所　第二チーム

　滋賀県出身。京都には特別な憧れの気持ちがあったので、学生時代
は今出川キャンパスへ通えるだけでうれしかったのだそうだ。「学生が多
いのも同志社大学のいいところ。バレーボールのサークルではいろいろ
な学部の人と出会うことができました。4年間、居酒屋でアルバイトもして
いたので、アッという間の学生時代でしたが、在学生の方には、旅行や留
学など学生のうちにできることはしておいたほうがいいとお伝えしたいで
す」と言うが、いろいろな立場の人とのコミュニケーションが大切な仕事

で、人当たりが柔らかく、聞き上手な小野田さんは今、水を得た
魚のよう。学生時代の友人に会うと、「ちゃんと仕事して

いるの？」と聞かれるというのは、その笑顔が
あまりにも屈託がないからに違いない。

　
医
療
業
界
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、親
戚
の
人

が
病
気
に
な
る
こ
と
が
続
い
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。就
職
活
動
で
武
田
薬
品
工
業
に
O
G
訪

問
し
て
、先
輩
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
時

に
、業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
２
３
０
年
を
超
え
る

歴
史
あ
る
企
業
で
あ
り
な
が
ら
、と
て
も
自
由
な

雰
囲
気
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、そ
ん
な
会
社
で
働

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。当
時
は
M
R
と
い
う
仕

事
に
つ
い
て
、あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、医
薬
品
の
情
報
活
動
を
通
じ
て
社
会
に
貢

献
で
き
る
身
近
な
仕
事
で
あ
る
と
感
じ
た
こ
と

か
ら
、就
職
活
動
は
M
R
一
本
で
し
た
。

　
半
年
間
の
研
修
期
間
を
経
て
浜
松
営
業
所
に

配
属
さ
れ
、現
在
は
浜
松
市
中
区
を
中
心
に
、約

１
０
０
軒
の
開
業
医
を
担
当
し
て
い
ま
す
。開
業

医
の
医
師
は
年
齢
層
が
幅
広
く
専
門
知
識
も
豊

か
な
の
で
、こ
ち
ら
か
ら
説
明
す
る
と
い
う
よ
り

は
、ま
ず
医
師
の
治
療
方
針
を
お
伺
い
し
た
上

で
、求
め
ら
れ
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。例

え
ば
、新
薬
が
発
売
さ
れ
た
時
に
は
、患
者
さ
ん

が
薬
を
変
え
る
こ
と
に
不
安
を
持
た
れ
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。医
師
に
そ
の
薬
の
有
効
性
と

安
全
性
に
つ
い
て
情
報
活
動
を
行
い
、そ
れ
を
医

師
か
ら
患
者
さ
ん
に
説
明
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の

結
果
、新
薬
に
よ
っ
て
血
糖
値
や
血
圧
が
改
善
し
、

「
患
者
さ
ん
が
喜
ん
で
い
た
よ
」と
、医
師
か
ら
お

聞
き
す
る
と
、こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。営
業
成
績
の
数
字
が
上
が
る
こ

と
も
、も
ち
ろ
ん
う
れ
し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、単

な
る
営
業
で
終
わ
ら
ず
、社
会
に
貢
献
で
き
て
い

る
と
い
う
実
感
が
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
で
す
。

　
医
師
や
看
護
師
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
で
は
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
説
明
す
る
機
会
が

多
い
の
は
、こ
の
仕
事
を
始
め
て
意
外
な
こ
と
で

し
た
。医
師
か
ら
は
専
門
的
な
情
報
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、看
護
師
か
ら
は
疾
患

の
一
般
的
な
情
報
を
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
あ
り
、社

内
の
研
修
資
料
や
医
薬
品
関
連
の
雑
誌
・
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
か
ら
情
報
収
集
し
て
い
ま
す
。人
前
で
緊

張
せ
ず
に
話
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
大
変
で

し
た
し
、話
の
仕
方
に
も
工
夫
が
必
要
で
し
た
。よ

り
相
手
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、話
の
導

入
部
や
、ス
ラ
イ
ド
の
見
せ
方
を
工
夫
し
て
い
ま

す
。こ
れ
に
は
、大
学
時
代
に
社
会
学
部
メ
デ
ィ
ア

学
科
の
ゼ
ミ
で
、広
告
コ
ピ
ー
を
考
え
た
り
、好
き

な
雑
誌
を
紹
介
し
た
経
験
が
生
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
薬
学
部
系
出
身
が
多
い
と
思
わ
れ
る
M
R
で

す
が
、文
系
出
身
の
方
も
た
く
さ
ん
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。学
術
知
識
が
豊
富
な
人
、人
間
関
係
の

作
り
方
が
上
手
な

人
、い
ろ
い
ろ
な
タ

イ
プ
の
M
R
が
い
ま

す
。
私
の
場
合
は
、

医
薬
品
・
医
療
な
ど

様
々
な
話
題
を
通
じ

て
、人
間
関
係
を
築

い
て
い
く
こ
と
を
強

み
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
M
R
は
、医
療

関
係
者
の
方
々
と
接
し
な
が
ら
自
己
成
長
で
き

る
仕
事
で
す
。一
番
の
目
標
は
、患
者
さ
ん
の
た
め

に
医
療
貢
献
す
る
こ
と
。社
内
に
は
結
婚
・
出
産

後
も
仕
事
を
続
け
て
い
る
先
輩
が
多
く
い
る
の

で
、私
も
そ
う
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

医
師
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、

患
者
の
た
め
に
医
療
貢
献
を
目
指
す
。
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各詳細は、学内掲示板や HP などでご確認ください。

●6月28日（土）　  ギタークラブ　「フレッシュマン コンサート」
　　　　　　　　  寒梅館		クローバーホール
●6月29日（日）　  混声合唱団こまくさ　「サマーコンサート」
　　　　　　　　	寒梅館　ハーディーホール

●6月30日（月）　　喜劇研究会　「お笑いライブ」
　　　　　　　　　  寒梅館　クローバーホール

●7月3日(木）　　  学生保健部会　「献血」
　　　　　　　　		今出川　明徳館前
●7月8日（火）　　 軽音楽部　「前期コンサート」
　　　　　　　　  寒梅館　ハーディーホール　　　　
●7月10日（木）　　喜劇研究会　「お笑いライブ（同早戦）」
　　　　　　　　		寒梅館　クローバーホール

●7月12日（土）　　コール・フリューゲル　「Summer  Concert  2014」
　　　　　　　　  寒梅館　ハーディーホール

●7月12日(土)　　 法学研究会　「常設法律相談」
　　　　　　　　  寒梅館　2A・2B会議室
●7月13日（日）　　応援団吹奏楽部　「サマーコンサート」
　　　　　　　　  寒梅館　ハーディーホール

【学外】
●6月7日（土）　　 交響楽団「第12回京都公演」
　　　　　　　　  京都府長岡京記念文化会館

●6月14日（土）　　能楽部観世会　「同志社大学観世能」　
　　　　　　　　  能楽堂　嘉祥閣
●6月15日（日）　　交響楽団「第53回同立交歓演奏会」
　　　　　　　　  東京芸術劇場

●6月21日（土）　　グリークラブ　「東西四大学合唱演奏会」
　　　　　　　　  京都コンサートホール

●6月21日（土）・22日（日）　　書道部　「青嵐展」
　　　　　　　　　　　　		建仁寺西来院
●9月2日（火）～6日（土）　 機械研究会  「第12回 全日本学生フォーミュラ大会」
　　　　　　　　　　　　静岡県小笠山総合運動公演（ECOPA）
●9月12日（金）　　マンドリンクラブ　「第15回東京公演」
　　　　　　　　  渋谷区文化総合センター大和田さくらホール

15：00～（14：00開場）　無料

　

18：00～（17：15開場）　1,000円

　　　　13：00～14：30（予定）（12：30開場）　無料

10：00～16：30　無料

15：00～（14：30開場）　無料

　　　　13：00～14：30（予定）（12：30開場）　無料

	

16：00～（15：30開場）　500円

13：00～16：30　無料

18：00～（17：30開演）　無料

19：00～21：00（18：00開場）

一般	1,000円　学生・シニア	500円

　　　　　11：30～16：45　無料

18：00～20：00（17：00開場）

S席：1,500円　A席：1,000円

18：00～（17：00開場）

全席指定　S席：2,500円　A席：2,000円　B席：1,000円

10：00～17：00　無料

無料

　19：00～　1,000円、高校生以下無料

同じキャンパスで学ぶ障がい学生（Challenged）の立場に立って、責任
をもって支援活動に取り組んでくださる方を募集しています。初めての
方でもできることはたくさんありますので、ぜひスタッフに登録して、パ
ソコン通訳・ノートテイク・映像字幕付け・代筆・車椅子介助などの活動に
ご協力ください。講習会や各種イベントなど、詳しくは障がい学生支援室
HP（http://challenged.doshisha.ac.jp/）で随時お知らせしています。関
心のある方は、障がい学生支援室までお気軽にお越しください。
【支援活動の内容】
聴覚障害：パソコン通訳、ノートテイク、映像文字起こし・字幕付けなど
視覚障害：ガイドヘルプ、代筆、代読、対面朗読、講義資料・試験問題の点
　　　　　訳、電子データ化など
肢体不自由：代筆、車椅子介助、トイレ介助、食事介助など
【謝礼】880円／時間
【お申し込み・お問い合わせ先】
学生支援センター　障がい学生支援室（京田辺／嗣業館1階）　
　TEL : 0774-65-7411　E-mail:jt-care@mail.doshisha.ac.jp

学生支援センター　障がい学生支援室（今出川／寒梅館1階）
　TEL : 075-251-3273　E-mail:ji-care@mail.doshisha.ac.jp
学生支援センター　障がい学生支援室（今出川／待辰館1階）
　TEL : 075-251-3261
（両校地とも障がい学生支援コーディネーターが常駐しています）

障がい学生支援制度
サポートスタッフ大募集！

開催日時等は変更されることがあります。
【アメフト部】
春季試合日程・秋季試合日程
●6月8日(日)　対戦相手：立教大学　場所：アミノバイタルフィールド　13：30	KO
●6月22日(日)	対戦相手：天理大学　場所：同志社大学グラウンド　13：00	KO
●8月29日(金)	対戦相手：関西学院大学　場所：EXPO	FLASH	FIELD　18：30	KO
●9月14日（日）	 対戦相手：立命館大学　場所：EXPO	FLASH	FIELD　18：00	KO
●9月28日(日)	対戦相手：関西大学　場所：王子スタジアム　 14：00	KO

【バスケットボール部】
●6月21日（土）～22日（日）　立教大学定期戦　
　場所：立教大学池袋キャンパス　時間未定
●8月30日（土）～10月11日（土）　平成26年度関西学生バスケットボールリーグ戦
　	場所：各大学体育館ほか　時間未定

【ボードセイリング部】
●6月21日（土）～22日（日）　関西選手権大会第一戦
　場所：彦根市松原遊泳場
●6月29日(日)　 関西新人大会第一戦
　場所：近江八幡市佐波江町北中島かんとりーはーばー
●8月21日(木)　  関西新人大会第二戦
　場所：近江白浜水泳場内パイレーツハーバー
●8月27日(水)～29(金)　   第24回プリンセスカップ
　場所：愛知県蒲郡市海陽ヨットハーバー
●9月27日(土)～28日(日)　  関西選手権大会第二戦　
　場所：近江八幡市佐波江町北中島かんとりーはーばー

【日本拳法部】
●6月22日(日)　第15回西日本学生拳法個人選手権大会
　場所：吹田市立武道館　10：00

【相撲部】
●7月6日(日)　 西日本選抜大会　場所：大浜相撲場　時間未定
●7月20日(日)　全国選抜金沢大会　場所未定　時間未定

【テニス部】
●6月7日（土）～6月27日（金)　関西学生チャレンジテニストーナメント
　場所：各大学テニスコート　時間未定
●8月1日(金) ～8月8日(金)　関西学生テニス選手権大会〈予選〉
　場所：各大学テニスコート　時間未定
●8月13日（水）～8月15日（金）・8月18日（月）～8月24日（日）
　全日本学生テニス選手権大会　場所：岐阜メモリアルセンター　時間未定
●8月26日(火) ～9月2日(火)　 関西学生テニス選手権大会〈本戦〉
　場所：靭テニスコート　時間未定
●9月7日（日）～9月14日（日）　関西大学対抗テニスリーグ戦〈1部リーグ〉
　場所：江坂テニスコート　時間未定

【トライアスロン部】
●6月22日（日）　近畿学生トライアスロン選手権（インカレ予選） 
　場所：愛知県蒲郡市
●9月7日（日）　 日本学生トライアスロン選手権　場所：香川県観音寺市

【サッカー部】
関西リーグ
●6月14日（土）　対戦相手：桃山大　場所：J-GREEN堺・メインフィールド　14：00
●6月21日（土）　	対戦相手：京産大　場所：高槻総合スポーツセンター　 11：30
●8月30日（土）　	対戦相手：立命大　場所：キンチョウスタジアム　15：30
●9月6日（土）　対戦相手：大教大　場所：J-GREEN堺・メインフィールド　15：30

応援に行こう！～体育会試合日程
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【学内】
●6月4日（水）　　 喜劇研究会　「お笑いライブ（新人ライブ）」
　　　　　　　　		寒梅館　クローバーホール

●6月5日（木）　　  映画研究会　「上映会」
　　　　　　　　		寒梅館　クローバーホール

●6月6日（金）～7月4日（金）　KOREA文化研究会　「日朝関係史講座」
　　　　　　　　　　　　　 今出川		至誠館1番教室

●6月14日(土)　　ミステリ研究会　「島田荘司先生講演会」
　　　　　　　　		未定　決まり次第HP(http://dms.zatunen.com/)
　　　　　　　　　にてお知らせします。
●6月21日（土）　　法学研究会　「常設法律相談」
　　　　　　　　   寒梅館　1A・1B会議室
●6月22日（日）　　ピアノ研究会　「定期演奏会」
　　　　　　　　  寒梅館		ハーディーホール
●6月23日（月）　　学生保健部会　「献血」
　　　　　　　　  京田辺　ローム記念館前
●6月24日（火）　  学生保健部会　「献血」
　　　　　　　　  今出川　明徳館前
●6月27日（金）　  映画サークル F.B.I.　「6月上映会」
　　　　　　　　  寒梅館　クローバーホール

♪観に行こう聴きに行こう♪ ―学生団体6月～9月の活動予定―

　　　　13：00～14：30（予定）（12：30開場）　無料

13：30～19：30（13：00開場）　無料

　		毎週金曜	18：25～19：55　無料

9：30～17：00　無料

13：00～16：30　無料

15：00～（14：00開場）　無料

9：30～17：00　無料

10：00～16：30　無料

12：00～　無料

「木曜日には何かがある！」を合言葉に、開講期間中の毎週木曜日、映画上
映を中心に多彩なイベントを開催します。
【会場】	寒梅館ハーディーホール　	
【料金】	本学学生・教職員は全て無料
●6月5日（木）　《建築と映画の狭間～アクースモニウムで観る/聴く“建築映画”》

ＷＯＴ（ワット）＝“What’s On Thursdays!”

開講期間中の毎週火曜日、寒梅館のミニシアター・クローバーホールでは、映
画史に残る名作を中心に様々なイベントを開催します。
【会場】	寒梅館クローバーホール（地階）
【料金】	本学学生・教職員は全て無料
●6月3日（火）　 《日本映画の新しい波vol. 2》
　　　　　　　	＊詳細未定
●6月10日（火）　《建築映画1》
　　　　　　　17:00『キャットピープル』（監督：ジャック･ターナー）
　　　　　　　18:30『アデュー･フィリピーヌ』（監督：ジャック･ロジエ）
　　　　　　　 入場無料
●6月17日（火）　《建築映画2》
　　　　　　　 17：00『バルタザールどこへ行く』（監督：ロベール・ブレッソン）
　　　　　　　	18：45『ラルジャン』（監督：ロベール・ブレッソン）
　　　　　　　	入場無料
●6月24日（火）《建築映画3》　＊詳細未定
【お問い合わせ先】	今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
※内容は都合により変更となる場合があります。詳細はお問い合わせください。
※春学期は7月中旬までを予定しています。秋学期は10月から再開予定です。

　　　　　　　	16：30『ゴダールのソシアリスム』
　　　　　　　	18：30『夢で逢えたら』『物質試行35』『DUBHOUSE』
　　　　　　　　アフタートーク（鈴木了二氏、七里圭監督）
　　　　　　　　料金：一般		1,300円、
　　　　　　　　　　Hardience会員・学生		1,000円　＊入替なし
●6月12日（木）　『フタバから遠く離れて』（2012年/日本/96分）
　　　　　　　	＊詳細未定
●6月19日（木）　『小さいおうち』（2014年/日本/136分）
　　　　　　　	10:45/14 :00/18:30
　　　　　　　　料金：一般		1,300円、
　　　　　　　　　　Hardience会員・学生		前売	1,000円　
【お問い合わせ先】	今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
※内容は都合により変更となる場合があります。詳細はお問い合わせください。
※春学期は7月中旬までを予定しています。秋学期は10月から再開予定です。

クローバーシアター

Doshisha Spirit Week　2014　春

オープン・プログラム公開講演会

同志社大学には、建学以来脈々と受け継がれてきたキリスト教主義教育、
新島襄の建学の教育理念、そしてその実践といった建学の精神と伝統が
あります。Doshisha	Spirit	Weekは、キリスト教主義教育や創立者新島
襄について触れ、同志社人としてのアイデンティティを高めることを目的
としています。
【開催期間】	6月9日（月）～6月14日（土）
＜京田辺校地＞
●6月10日（火） 14：55～、恵道館202番教室
　「新島襄と函館」		社史資料センター		社史資料調査員		小枝	弘和	氏
●6月11日（水）	チャペル・アワー 10：45～、知真館１号館111番教室
　「苟くも四方の志をなせば」		文学部教授		宮庄	哲夫	氏
●6月11日（水）	 14：55～、知真館2号館202番教室
　「金森通倫の自伝から学ぶこと」		同志社大学名誉教授		北垣	宗治	氏
＜今出川校地＞
●6月10日（火）	チャペル・アワー 17：30～、神学館礼拝堂
　「“中国の夢”と“美しい国”」		経済学部教授		横井	和彦	氏
●6月11日（水） 	チャペル・アワー 10：45～、クラーク・チャペル
　「5時からの招き」		日本キリスト教団番町教会牧師		横野	朝彦	氏
●6月11日（水）	 14：55～、良心館103番教室
　「徳富蘇峰と新島襄―蘇峰再評価の動きの中で―」
　同志社大学名誉教授		伊藤	彌彦	氏
●6月12日（木）	13：10～、良心館地下2番教室
　「『我等ノ同志社』―創立60周年に見た未来像―」
　社史資料センター		社史資料調査員		布施	智子	氏
＊上記以外にも、今出川校地「キャンパスめぐり隊」（6月14日(土)13：10、
至誠館4番教室集合）、同志社大學應援團の演舞（6月9日（月）12：30～、
京田辺校地ローム記念館劇場空間）があります。
＊詳細はHP　http://www.christian-center.jp/をご覧ください。
【お問い合わせ先】
京田辺校地キリスト教文化センター　TEL：0774-65-7370
今出川校地キリスト教文化センター　TEL：075-251-3320

【会場】	京田辺校地ハローホール　	【料金】			無料
●6月10日（火）　第１回世界のギター博覧会＆コンサートｉｎ京都
　　　　　　　　「大江	和基・田中	彬博・豊田	渉平」
●7月4日（金）	　自作ストローミュージック
　　　　　　		 	「神谷	徹」（ストロー楽器奏者）
※内容・時間は決まり次第ＨＰ等でお知らせしますのでご確認ください。
【お問い合わせ先】	京田辺校地学生支援課　TEL：0774-65-7413

【講演タイトル】	「原発事故の向こうに見えること	～生命を守る活動から～」
【講演者】	会津放射能情報センター　代表　片岡	輝美	氏
【日時】	6月19日（木）10：45～12：15
【会場】	今出川キャンパス　クラーク記念館2階　クラーク・チャペル
【お問い合わせ先】
今出川校地キリスト教文化センター　TEL：075-251-3320

♭ふらっとプログラム
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内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、放

送
部
出
身
の
阿
部
麻ま

莉り

絵え

さ
ん（
生
命
医
科
学
部
医
情
報

学
科
3
年
次
生
）の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
他
を
圧
倒
。グ
ッ
ド

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
名
前
の
賞
に
結
び
つ
い
た
。加
え

て
、菊
池
さ
ん
の「
質
問
を
さ
れ
て
、自
分
が
わ
か
ら
な
い
こ

と
を
無
理
に
答
え
よ
う
と
し
な
い
で
、わ
か
る
こ
と
だ
け
を

し
っ
か
り
答
え
ま
し
た
」と
い
う
態
度
が
、学
生
ら
し
い
と
高

い
評
価
を
得
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
、2
人
は
こ
う
話
す
。

　「
最
高
位
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
人
の
研
究

は
、特
許
を
取
れ
る
ほ
ど
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
で
し
た
。同
じ

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
含
め
て
、そ
ん
な
志
の
高
い
仲
間
た
ち

に
出
会
え
た
こ
と
。そ
れ
に
、発
表
を
審
査
す
る
教
授
の
方
々

か
ら『
研
究
室
に
来
て
く
れ
た
ら
い
つ
で
も
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
』と
言
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
。賞
を
取
っ
た
こ
と
よ
り
も
、

そ
っ
ち
の
方
が
僕
に
と
っ
て
は
大
き
い
で
す
」（
菊
池
さ
ん
）

　「
液

— 
液
界
面
で
起
こ
る
不
思
議
な
現
象
を
発
見
し
、発

表
で
は
そ
れ
が
な
ぜ
起
こ
る
の
か
、仮
説
を
立
て
て
構
成
し

た
の
で
す
が
、重
要
な
の
は
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
説
す

る
こ
と
よ
り
も
、発
見
し
た
と
い
う
事
実
を
し
っ
か
り
伝
え

る
こ
と
で
し
た
。発
表
の
場
で
は
何
が
大
切
で
何
が
大
切
で

は
な
い
の
か
、そ
れ
を
見
極
め
る
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が

大
事
。そ
れ
は
社
会
で
も
通
用
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
」（
晩
田
さ
ん
）

　
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ
レ
は
２
人
に
と
っ
て
も
、チ
ー
ム
の

他
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
、次
へ
向
か
う
た
め
の
大
き
な

ス
テ
ッ
プ
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

「
第
3
回 

サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ
レ
」で

　
　
生
命
医
科
学
部
の
チ
ー
ム
が
2
年
連
続
受
賞

～
自
ら
発
見
し
、研
究
し
た
成
果
を
発
表
す
る
貴
重
な
場
を
経
験
～




